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令 和 ５ 年 ９ 月 定 例 会 

 

令和５年９月７日（木曜日） 

 

 

◎ 出欠席議員氏名 

 

丹  野  貞  子  議長      吉  田  芳  美  副議長 
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欠 席 議 員（０名） 

 

 

◎ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 
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 今 部 憲 治 税 務 町 民 課 長  矢 作   勲 健 康 福 祉 課 長 

 池 田 恵 子 子育て支援主幹  宇 野   勝 
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 大 泉 正 博 上 下 水 道 課 長  軽 部 昭 博 
会 計 管 理 者 兼  
会 計 課 長 

 秋 場 弘 昭 学 校 教 育 課 長  日下部 敦 子 生 涯 学 習 課 長  

 

 

◎ 議 事 日 程 

 

令和５年９月７日（木） 午前９時開議 

 

 議事日程第２号 

   日程第１   一般質問 

                                         散  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       議事日程第２号のとおり 

 

◎ 開   議 

                  午前９時 

○丹野貞子議長 おはようございます。 

   本日の欠席通告議員はありません。ただい

まの出席議員数は14名であります。定足数に

達しておりますので、直ちに本日の会議を開

きます。 

   本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。 

○丹野貞子議長 日程第１、一般質問を行います。 

   本定例会における一般質問の通告者は11名

であります。質問の順序については、お手元

に配付のとおりであります。 

   １番目は10番林智議員、２番目は７番木村

章一議員、３番目は11番奥山英幸議員、４番

目は３番安孫子真弥議員、５番目は６番増川

憲一議員、６番目は14番細矢誓子議員、７番

目は８番佐藤修二議員、８番目は５番石垣光

洋議員、９番目は１番安達智勇議員、10番目

は９番鈴木英友議員、11番目は12番吉田芳美

議員、以上のとおり決定しております。 

   本日は、６番増川憲一議員までとします。 

   順序に従い、一般質問を進めてまいります。 

   一般質問の時間は、答弁を含めて60分であ

ります。終了５分前に振鈴で知らせ、60分で

打ち切ります。 

                  質 問 通 告 書 

                令和５年９月河北町議会定例会 

質問者氏名 質 問 事 項 質  問  要  旨 

１０番 林  智議員 

 

１ かほくほくほく応

援券事業の電子版応

援券発行による将来

への展望について 

 

⑴ 町内事業者へのキャッシュレス決済の普及及び

町内経済の振興を目指すのであれば、今後の活用

についての展望を示してはどうか。 

⑵ 様々な場所で、誰もが気軽に、そしてスムーズ

に利用できるように、ＩＣカード化なども考慮し
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てはどうか。 

⑶ システムを継続的に地域で活用するために、こ

の度の事業だけでなく様々な事業と連携しデジタ

ルポイントとして運用してはどうか。 

２ 消防団員確保に向

けた取り組みについ

て 

⑴ 町としても現状の人員不足及び新入団員確保に

努めていると思うが、新たに町独自の取り組みを

行ってはどうか。 

 ７番 木村章一議員 １ 町の少子化対策を

充実させ、幼児教育・

保育の完全無償化を

すすめ、副食費を無償

化することについて 

⑴ 町の少子化対策を充実させ、幼児教育・保育の

完全無償化をすすめ、副食費を無償化すべきであ

るが、近隣自治体の取り組み状況を、どのように

把握しているか。 

⑵ 副食費の完全無償化は、すぐに実施すべきだが、

どのように認識しているか。 

２ 現在検討委員会で

検討中の町内小学校

のあり方について、谷

地西部小学校をほか

の学区からも通学で

きる、小規模特認校に

する選択肢も加えて

はどうか。 

 

⑴ 本来、学校の通学区域は住所により決められる

が、小規模特認校は、平成 9 年に文部省が「通学

区域制度の弾力的運用について」を各教育委員会

に通知して、学区の区割りを柔軟に運用し、他校

区でも入学できるようにした制度で、原則として

住所はそのままで、自宅から学区以外の学校に通

学できる。この制度について、町の認識はどうか。 

⑵ 小規模特認校の制度を導入するねらいは、複式

学級の解消や統廃合を回避することなどがある

が、大規模校では適応しにくかった子どもがゆっ

たりした人間関係と自然環境の中で育つことがで

きる学校づくりや、少人数の利点を生かし、かつ、

特認校であることを活かして、通常の学校ではで

きない教育活動の実施や、地域の子どもと地域外

の子どもという異なる環境の中で生活している子

どもがともに学ぶことにより、多様な価値観に接

する教育環境を作る可能性が開けることについて

の認識と、小規模特認校を検討の選択肢に加える

考えはどうか。 

３ 経験したことがな

い暑い夏が、毎年過酷

さを増しているが、暑

い時間帯に、熱中症対

策としてエアコンの

⑴ 今年の暑い夏が、来年も続く可能性があり、一

方で有効なエアコンを使えない町民が存在し、熱

中症と向き合っている事態について、町の認識は

どうか。 

⑵ エアコンが稼働する町の施設の幾つかを、暑い
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きいた町の公共施設

を避暑スペースとし

て、町民に提供できな

いか。 

時間帯に、熱中症対策の避難所として活用する考

えはないか。 

⑶ すべての町民世帯に、有効なエアコンが稼働さ

せられるように、町として支援する考えはないか。 

１１番 奥山英幸議員 １ 山形県立谷地高等

学校への町としての

支援体制について 

⑴ 山形県立谷地高等学校の 1学年定数 80名を維持

するための、支援計画について伺う。 

２ 町としてのＤＸへ

の取り組みについて 

 

⑴ マイナンバーカード普及に関する取り組みにつ

いて伺う。 

⑵ 今後の自治体ＤＸ導入に伴う、町としての対応、

組織力向上について伺う。 

３番 安孫子真弥議員 １ 谷地どんが祭りの

存続について 

⑴ 今の時代に合った資金調達方法を協議する場を

設けられないか。 

２ イベント支援事業

の拡充について 

⑴ イベントの実情に即した新たな仕組みの支援制

度を設けられないか。 

 ６番 増川憲一議員 １ 主要地方道寒河江

村山線の河北橋改良

について 

 

⑴ 交通量の推移を把握しているか。 

⑵ 老朽化による橋の危険性について町の認識を伺

う。 

⑶ 河北橋改良の計画的老朽化対策について町の考

えを伺う。 

１４番 細矢誓子議員 １ 本町における関係

人口創出・拡大の取り

組みについて 

⑴ 本町の関係人口の実態把握について 

⑵ 地域づくりの活動人口拡大のための施策をどの

ように考えているか。 

⑶ 交流人口を関係人口に結び付けていく施策をど

のように考えているか。 

⑷ アンテナショップ「かほくらし」での活動状況

はどのように展開されているのか。 

⑸ 現在、関係人口拡大施策のための予算はどのよ

うに考えられているのか。 

 ８番 佐藤修二議員 １ べに花温泉ひなの

湯への誘客について 

 

⑴ 誘客の決め手となるものとして、唯一無二のサ

ウナがあれば近隣市町からの集客が見込めるので

はないかと考えるがどうか。 

２ 結婚新生活支援事

業の拡充について 

 

⑴ 婚姻時における年齢が、夫婦ともに 29歳以下の

場合上限 60 万円、夫婦ともに 39 歳以下の場合上

限 30万円の助成となっているが、年齢の根拠につ

いて 

⑵ 年齢制限を見直すべきと考えるがどうか。 
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３ 放課後等デイサー

ビスについて 

⑴ 河北町にも障がいを持つ子どもたちの療育の場

所、居場所となる放課後等デイサービスが必要と

考えるがどうか。 

 ５番 石垣光洋議員 １ マイナンバーカー

ドと健康保険証につ

いて 

 

⑴ マイナンバーカードと健康保険証の一体化に対

する医療機関の対応状況について伺う。 

⑵ マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴

う課題について伺う。 

⑶ マイナンバーカード保険証のメリットとデメリ

ットについて伺う。 

２ 人口減から人口増

の町づくりについて 

 

⑴ 若者が働く場所の確保と就労環境の整備につい

て伺う。 

⑵ 雇用を継続的に行う企業への支援について 

⑶ 教育レベルの向上等について 

⑷ 空き家の利活用について 

３ 公共施設の管理運

用について 

⑴ 長期的な運用について 

⑵ 施設の統合、廃止について 

 １番 安達智勇議員 １ 知的障がいの診断

が出ていない境界知

能の児童生徒への対

応について 

⑴ 町では、小中学校内での境界知能の児童生徒数

を把握しているのか伺う。 

⑵ 小中学校の教職員に、境界知能への理解・対応

等の研修は実施しているのか伺う。 

⑶ 小中学校では境界知能の児童生徒に対し、具体

的な取り組みを実施しているのか伺う。 

２ 教育格差解消のた

めの地域の方が指導

者になって放課後の

学習を支援する地域

未来塾の実施につい

て 

⑴ 本町における教育格差の状況をどう捉えている

か伺う。 

⑵ 町として地域未来塾を実施する考えはないのか

伺う。 

 

 ９番 鈴木英友議員 

 

 

 

 

 

 

１ 伝統文化及び文化

財の継承について 

 

 

 

 

 

⑴ 伝統文化継承活動への支援策について、町とし

てどのような対応を考えているか。 

⑵ 伝統文化に対する町民意識の底上げをしていく

考えはないか。 

⑶ 個人所有の文化財について、消失させないため

の方策をどのように考えているか。 

⑷ 文化財の現状把握について、最近の調査状況と

今後の取り組み方針を伺う。 

⑸ 町制施行 50周年の 2004年に刊行された、「町の
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文化財」の改訂版を考えているか。 

２ 旧安部権内家の現

状と今後の方針につ

いて 

⑴ 町では要望を受け、どのような対応を考えてい

るか。 

 

３ 道の駅河北の運営

について 

 

 

 

⑴ 指定管理者候補者の決定、指定管理者の指定は、

具体的にどのようなプロセスを踏んで行われるの

か。 

⑵ 河北町の道の駅としての特徴づけをどう考えて

いるか。 

１２番 吉田芳美議員 

 

１ ごみステーション

を管理する衛生指導

員の働き方改革につ

いて 

 

 

⑴ 衛生指導員から寄せられたごみステーションに

関するご意見や相談の内容と、それに対する町の

見解を伺う。 

⑵ 近隣自治体の中には、指導員の委嘱もなく報酬

支払いもない市町が複数あるが、河北町との仕事

の進め方の違いを伺う。 

⑶ 衛生指導員の業務はごみ収集後の点検や、収集

されず残されたごみの返却処置など負担も重く敬

遠されがちであるが、衛生指導員をサポートして

いかなければならない立場の行政と地域の協力体

制はどうなっているのか伺う。 

２ 旧町民プール跡地

を活用した住宅整備

に関する方針につい

て 

 

⑴ 宅地分譲は「プール跡地のみ」「あらたに農地を

購入し開発拡大」等、検討過程にあるが、投資額

を示すなど、事業全体の計画を早期に示してはど

うか。 

⑵ 住宅開発にあたり、今回、民間へ公募型プロポ

ーザルを求めることになった経緯について 

⑶ 若者定住者には「加算優遇制度」を設けるべき

と思うが、町の考えを伺う。 

３ 定住促進住宅(サ

ン・コーポラス)居場

所づくりと、町が進め

るリノベーション計

画について 

 

⑴ 集会場にエアコン設置などの環境整備を図り、

高齢者居場所づくりの拠点にしてはどうか伺う。 

⑵ リノベーション計画のアピールポイントについ

て伺う。 

⑶ 空き室対策及び企業支援として、社宅として利

用できるための条例の改定について伺う。 

 

○丹野貞子議長 それでは、一般質問に入ります。 

   最初に、10番林智議員の一般質問を行いま

す。 

   「10番林智議員」 
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○10番（林智議員） おはようございます。 

   それでは、一般質問をさせていただきます。 

   かほくほくほく応援券事業の電子版応援券

発券による将来への展望について伺います。 

   このたび、応援券事業において、キャッシ

ュレス化を進めることは大変すばらしいこと

と評価させていただいております。 

   しかし、この事業を行うことで、将来的に、

地域ポイント事業など様々な用途拡大が望め

るというものの、今後の事業展開の具体的計

画もないまま、キャッシュレス決済の未経験

者や未対応事業者のキャッシュレス決済普及

のきっかけ、呼び水となり、町内経済の振興

に寄与するとありますが、本当に大丈夫なの

でしょうか。やるからには、将来への展望や

計画を行い、投入する費用に対する効果を十

分に得られるようにしなければなりません。 

   町でも、総合政策・ＤＸ推進係を置き、今

回の事業のような施策に対しても積極的に取

り組む姿勢を見せていると認識しています。 

   継続的活用を見越した事業、例えば来店ポ

イントや購入価格に応じた付与ポイントなど

を想定しているのか、お伺いします。 

   本来、この応援券事業は、コロナ禍の中、

経済の停滞を打開するべく、町民の家計への

支援と地域経済の活性化、町内事業者を支援

するべく始まり、今回は、物価高騰対策とし

て町民の家計への支援、そして、地域経済の

活性化を目的としていると聞いています。 

   これからは目的を果たすことに、そのとき

そのときの単発的な事業となることなく、デ

ジタル化のメリットを生かし、長期的・総合

的戦略を持ち、継続して地域の中で経済を回

す仕組みにしなければこの事業の意義がなく

なるのではないでしょうか。 

   そこで、質問要旨１として、町内事業者へ

のキャッシュレス決済の普及及び町内経済の

振興を目指すのであれば、今後の活用につい

ての展望を示してはどうか。 

   質問要旨２として、様々な場所で誰もが気

軽に、そしてスムーズに利用できるようにＩ

Ｃ化などを考慮してみたらどうか伺います。 

   質問要旨３として、システムを継続的に地

域で活用するために、このたびの事業だけで

なく様々な事業と連携し、デジタルポイント

として運用してはどうなのか、伺います。 

   以上を踏まえ、今後の展望と計画を伺いま

す。 

   次に、河北町消防団確保に向けた取組につ

いて伺います。 

   町行政には、日頃、消防団活動に大変ご尽

力をいただき、大変感謝しております。 

   団員の処遇も年々改善され、報酬も大幅に

増額されました。これは、消防団の基本的精

神はボランティア精神に基づき、相互の助け

合いである共助の行動ではあっても、団員の

行動の励みになることと思います。 

   しかし、令和５年４月１日現在、町消防団

では定数515名に対し445名の団員数となって

おり、団員不足は慢性的なものとなっていま

す。消防団のほうでも、団員確保のため、火

災予防のチラシを各戸配布しながら、新規入

団者の情報を得るなど努力してきました。 

   町行政のほうでも、今年は、県に対し消防

団協力事業者の法人税優遇の措置を要望する

ことにより、勤め先から理解が得られるよう

に尽力していただいておりますが、新規団員

の確保は難しい状況になっています。 

   県に対し要望することも大切ですが、ほか

に頼るだけでなく、町としても独自の努力を

していく必要があると思います。 

   そこで、質問要旨として、町としても現状

の人員不足及び新入団員確保に努めていると

思いますが、新たに町独自の取組を行っては

どうかということでお伺いします。 

   再質問を留保し、質問を終わります。 
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○丹野貞子議長 10番林智議員の一般質問に対す

る町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 おはようございます。 

   10番林智議員の一般質問にお答えいたしま

す。 

   最初に、かほくほくほく応援券事業の電子

版応援券発行による将来の展望について、お

答えいたします。 

   まず、１点目の電子版かほくほくほく応援

券事業で導入するアプリケーションの今後の

活用についての展望について申し上げます。 

   このたびのほくほく応援券事業につきまし

ては、今般の電気料金の高騰や物価高騰、新

型コロナウイルス感染症の影響により落ち込

む地域経済の活性化、これを目的といたしま

して、国の新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金などを活用して実施するこ

ととしたものであります。 

   当事業は、令和３年度から数回にわたり実

施してきておりますが、今年度におきまして

も、電気料金等の高騰が家計へ大きな影響を

与えている状況を考慮し、河北町電気料金物

価高騰対策かほくほくほく応援券事業として、

町民１人当たり5,000円の商品券を配布する

ため準備を進めているところであります。 

   このたび、予定しております事業では、町

内事業者におけるキャッシュレス決済の普及

促進をも目的として、事業者側が提示したＱ

Ｒコードを消費者が読み取ることで決済が完

了する電子版の応援券を発行することとして

おります。 

   ご指摘のあった来店ポイント等の付与事業

については、今回構築するシステムを拡張す

ることによって実施が可能であります。本事

業の検証結果や町民ニーズも踏まえ、検討を

進めてまいりたいと考えております。 

   また、町内事業所におけるキャッシュレス

決済の普及に対する展望を申し上げますと、

キャッシュレス決済の普及により、事業者側

では、レジ対応時間の短縮、現金管理コスト

の削減など負担軽減が図られるほか、消費者

の利便性の向上や非接触による感染症に強い

まちづくりにもつながるものであります。 

   町といたしましても、町内事業者における

キャッシュレス決済の普及促進を通して、事

業者の負担軽減や消費者満足度の向上、ひい

ては地域経済の活性化が図られるよう取り組

んでまいりたいと考えております。 

   ２点目のかほくほくほく応援券のＩＣカー

ド化なども考慮してはどうか、この点につい

て申し上げます。 

   ご指摘のあったＩＣカード化につきまして

は、ＩＣチップ内蔵のカードを別途作成する

必要があるほか、店舗側としてＩＣチップの

読み取り端末が必要になってまいります。各

店舗への端末整備に多額の費用がかかること

から、本事業でのＩＣカード化は困難と考え

ております。 

   このため、今回は本来の事業目的に鑑み、

可能な限り、応援券の配布額を確保しつつ、

地域経済の活性化と家計支援の両立を図る手

段として従来どおりの紙媒体に加え、新たに

ＱＲコード読み取りによる電子応援券の配布

に取り組むこととしたところであります。 

   なお、キャッシュレス決済には様々な方法

がございます。場合によっては、必ずしも負

担軽減につながらない場合や、決済方法によ

って読み取り端末などの設置が必要となる場

合もあることから、十分に事業者側の声を聞

いた上でキャッシュレス決済の普及促進を図

る必要があると認識しております。 

   今回の事業では、電気料金高騰等の影響を

受けている家計をしっかりと支援しつつ、ま

ずは広く町内事業者の皆様にキャッシュレス

決済に触れていただき効果を実感していただ
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くとともに、キャッシュレス決済の普及に向

けた課題を整理することが大事だと考えてお

ります。 

   その点、今回導入を想定しておりますＱＲ

コード決済につきましては、事業者側が提示

したＱＲコードを消費者が読み取ることで決

済が完了するため、事業者側の手間や決済サ

ービス導入コストを最小限に抑えながら、キ

ャッシュレス決済に触れていただけるという

メリットがあると考えております。 

   ３点目の継続的なシステム活用に向けた他

の事業と連携してデジタルポイントとして運

用してはどうか、この点について申し上げま

す。 

   このたびの事業の仕様書におきまして、町

が実施するほかの給付事業やポイント付与事

業などにも活用できるシステムであること、

これを要件としております。 

   具体的にこれからどういった事業と連携が

できていくのか、この点、課題として検討し

てまいります。 

   なお、このシステムをほかの事業と連携す

ることによって、継続的に活用できるシステ

ムとすることについては、地域経済の活性化

にとどまらず、行政サービスの質の向上につ

ながるものと認識しております。 

   一方で、高齢者などスマートフォンなどの

デジタル機器に慣れていない方や機器を持っ

ていない方々に対する支援につきましては、

従来どおりの手法が適している場合もあるこ

とから、連携対象とする行政サービスをしっ

かりと見極め、デジタル社会の形成に向けて

着実に取り組んでまいります。 

   次に、消防団員確保に向けた取組について

申し上げます。 

   １点目の、町としても現状の人員不足及び

新入団員確保に努めていると思うが、新たに、

町独自の取組を行ってはどうか、この点につ

いて申し上げます。 

   本町を含む寒河江市・西村山郡１市４町で

は、令和６年度に向けた西村山地方重要事業

要望の中で、県に対して消防団活動協力事業

所への法人事業税の税制優遇制度の導入を求

めております。 

   この制度は、平成19年度に長野県が導入し

たのを皮切りに、静岡県や岐阜県でも導入さ

れた制度であり、事業所における消防団員数

などの一定の要件を満たした場合、その事業

税の２分の１相当額を控除するというもので

あります。 

   消防団員の確保という課題につきましては、

本県にとっても全県的な共通課題であると認

識しており、１市４町で協議し要望をしてい

るところであります。 

   あわせて、この要望書の中では、町による

取組の必要性にも触れているところでありま

す。もともと、県の施策に全てを委ねるとい

う考えではございません。 

   町では、令和３年度以降３年続けて消防団

員の処遇改善を図ってきております。議員か

らもご紹介いただいたとおりであります。 

   具体的に申し上げますと、令和３年度には、

これまで一律1,000円であった出動手当、現在

の出動報酬でございますけれども、これにつ

いて最大で2,700円となるようにいたしまし

た。令和４年度には、これを最大8,000円まで

引き上げております。令和５年度からは、消

防団の一般団員の報酬を１万6,500円から３

万6,500円に、班長の年報酬を３万9,000円か

ら４万6,000円にそれぞれ引き上げておりま

す。 

   こうした処遇改善により、入団希望者の増

加や現団員の士気高揚につながる効果もある

と考えております。 

   また、団員の定数と実人数、この推移を振

り返ってみますと、令和２年４月１日現在で
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は、定数565人に対して団員数は477人であり、

充足率は84.8％でありました。その後、年度

ごとに４月１日現在で473名、466名、445名と

減少し続けている現状であります。現在、定

数は515人でありますので、充足率は定数を見

直した結果、86.4％ということで、かろうじ

て定数を見直した時期を上回ってはおります

けれども、とても楽観視できる状況ではない

と私自身も危機感を抱いております。 

   町の消防団員確保に向けた取組としまして

は、先ほど申し上げました処遇改善のほか、

広報かほくやホームページ、女性消防団作成

のオリジナルポスター、消防庁ポスター等で

啓発に努めておりますほか、消防団の皆さん

による入団の呼びかけをお願いしているとこ

ろであり、令和３年度からは、町内事業所を

実際に訪問いたしまして団員確保への協力を

要請しております。 

   また、消防団活動に協力している事業所に

対しまして、町が表示証を交付する消防団協

力事業所表示制度、この制度の紹介を行い、

昨年度は11事業所を訪問しております。 

   また、町の職員の消防団への入団者数、現

在、23人おりますけれども、その入団者数が

増加するように職員に対しても呼びかけてま

いります。 

   先ほど消防団員の充足率、86.4％と申し上

げましたが、地区ごとに見ますと、多少ばら

つきがございます。世帯数の割に消防団員数

が少ない町内会などを対象に、区長の皆さん

のご協力もいただきながら、個別に依頼する

取組も今後、考えていきたいと考えておりま

す。 

   消防団の確保は市町村共通の課題でありま

す。県の施策として検討すべきものについて

は、今後とも県に対して要望を継続してまい

りますし、県と市町村が連携して行う山形消

防団応援事業、これは団員が山形消防団応援

事業所で消防団カードを提示すると、各種の

割引サービスなどの特典が受けられるもので

あります。このような取組も継続してまいり

ます。 

   いずれにいたしましても、消防団員の確保

という点におきましては、地域の実態に精通

している団員自身による声がけが最も効果的

な手法であるとも考えております。これをぜ

ひ団員の方々にも継続してお願いしていきた

いと考えておりますが、決して消防団任せ、

あるいは国県任せでよいと考えてはおりませ

ん。団員の皆さんと連携しながら、町として

できる取組を実践してまいります。 

   加えて、令和４年度をもって西村山支部に

おける操法大会が廃止されることになりまし

た。これを受けまして、消防団では、実際に

機器を操作できる消防団員の人員を増やすこ

とを目的といたしまして、今年の８月６日、

独自の操法訓練を初めて実施されております。

こうした団全体の技術の向上も団員確保と併

せて大事な課題として取り組んでまいります。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ご答弁ありがとうございま

す。 

   今の町長答弁の中で、かほくほくほく応援

の要旨１の質問の部分の答えの中で、町内事

業者におけるキャッシュレス決済の普及推進

及び事業者の軽減負担を目指していくとあり

ますが、実際にどの程度の利用率を目指すの

か、例えば昨年度に対しては紙ベースで行っ

たわけですが、前回の対応事業者数、そして

今回の予想事業者数、そのうちどの程度、キ

ャッシュレスをやっていくのか、その辺、考

えがあれば、お聞かせ願います。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 
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○軽部広文商工観光課長 林議員の再質問にお答

えいたします。 

   昨年度のほくほく応援券事業でございます

が、第１回目が179店舗の応募がございました。

第２回目が183店舗の応募がございました。 

   このたびのキャッシュレス決済ということ

で事業者の負担も少ないと。ＱＲコードのプ

レートを置いて決済がすぐできるということ

を見込みまして、町の希望といたしましては、

８割の事業者の方にキャッシュレス決済に取

り組んでいただきたいというふうに思ってい

るところであります。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   大体180の８割ということなので百五、六十

店舗ぐらいという目安になるとは思うのです

が、正直、私としては、例えばＰａｙＰａｙ

など民間事業者で多数キャッシュレスやって

いる中で、町内対応店舗というのが現在100

店舗、かぶって登録になっているところもあ

るので100まではいかないと思うんですが、そ

んな現状の中、その倍の店舗を150店舗などと

いうのはなかなか大変だと思うんですが、正

直そのキャッシュレスというのを本当に推進

して目指すのであれば、今回は補助金事業と

いうこともあっていろんな使い道、使い方、

難しいと思うのですが、例えばＰａｙＰａｙ

でやっている我が町応援キャンペーンのよう

な既存のキャッシュレスサービスにポイント

を付与して、さらなる利用促進を行っている

ような事業もありますが、そういった方向で

やるということはできなかったのか、お伺い

します。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 お答えいたします。 

   このたびの応援券事業につきましては、全

町民に対して応援券を給付するということで、

町内においてはどんどん振興会という組織が

ございます。どんどん振興会さんのほうでも

ポイントカードの事業をやっておりますが、

実はどんどん振興会さんのほうからも事前に

町のほうにご相談がございまして、今後、事

業化としましてキャッシュレスポイント付与

といった事業の展開を模索しているというよ

うなご相談もいただいておるところでありま

す。 

   なかなか今回のようなＱＲコードでの決済

となると、非常に経費もかからずしてキャッ

シュレス決済が行われるということもありま

して、今回の町の事業に対して推移を見てい

きたいと。いわゆる事業所がどれだけキャッ

シュレス決済につながっているのか。あと、

実際に一般町民の方がどれだけキャッシュレ

ス決済を行っているのかと言ったところの推

移を見ながら、事業展開を考えてまいりたい

というふうなことでございます。 

   これに関しては、商工会さんで行っている

事業持続化補助金というのがございまして、

その中での補助対象ということもお聞きして

おります。中身によっても補助対象になるか

ならないかというところもございますけれど

も、そういったところで商工会とも連携して

支援をしてまいりたいというようなことで、

今回は、町民に対する商品券の給付という形

での事業とさせていただいたところでござい

ます。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   確かに行政が行うサービス、町民の公平性、

とても大切なことだと思います。答弁の中に

もありましたように、デジタル化、キャッシ

ュレスをできない方もいらっしゃる、そうい

った中での紙ベースでの対応、そしてさらな

るデジタル化への推進、とても大切なことだ

と思います。 

   ただ、そういった中で、やはり推移を見な
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がらということも大切なんですが、正直、今

回は前回の紙ベースに比べ３倍近い予算を取

りながら行うわけですので、ただやった、や

ったけれども結果を見たら駄目だったという

ことがないように、もちろん、商工会などと

連携しながらいろんな方向で考えを持ってお

られることも今お聞きしましたが、とにかく、

かけた経費以上の、かけた予算以上の成果が

得られるようにしっかりと取り組んでいただ

きたいと思っています。 

   そして、今も補助金等の話もありましたが、

やはり公平性という中で使いづらい、そうい

ったものをなくすためにもＩＣカードなどの

活用なども考えていただき、もちろん、今年

度は予算の関係、あとは補助金の関係からで

きないということでありますが、その辺もい

ろいろな補助金を検討していただき、そして

商工会などいろんなところと連携しながら、

ぜひＩＣカード等の活用も視野に入れながら、

効果のある事業に進めるように町のほうでは

頑張っていただきたいと思っています。 

   次に、消防団のほうについてお聞きしたい

と思います。 

   町のほうでも様々、先ほども町長の答弁の

中にもありましたが、年々、団報酬も考慮し

ていただき処遇改善がすごく進んでいる中で

はありますが、依然として団員の増加という

のが見えにくいのが現状ではないかと思って

います。 

   そこで、町独自で何かできないかというこ

とでお伺いしているのですが、なかなか努力

はしていただいているようですが、難しいと

いうのが現状なのかなと思っています。 

   私がいろいろお聞きしている中で、先ほど

の答弁の中にもありましたが、やっぱり地域

ごとに加入率に違いがあるというふうに私も

実際にいろんな方とお話しして感じています。 

   やはり、災害の多い地域、そういったとこ

ろは必然的に団員数が多くなり、町中心部と

言っていいのか、比較的災害が少ない地域は、

やはりどうしても安全という感覚からなのか、

団員数が少なく、もちろん近くに消防署があ

るという安心感もあると思うんですが、その

ような観点かどうか、団員の増加がなかなか

認められないというのが感じられています。 

   しかし、やはり何か災害があった場合に対

応するのが消防団です。今、町でも自主防災

組織等、頑張っていろんな連携を図っていた

だいておるわけですが、そういった自主防災

組織の中にも消火班等々あるわけですが、そ

ういった方々からぜひ消防団のほうに入って

いただき、いざというときは地元でも、そし

て、ふだんの活動の中では町に対してもいろ

んな活動、そういった知識が、やはり自分の

地域へのフィードバックにあるのではないか

と思っているのですが、そういった観点から、

自主防災組織などに消防団加入の要請などを

町としてやっていただくことはできないのか

お伺いします。 

○丹野貞子議長 「真木防災危機管理課長」 

○真木秀章防災危機管理課長 ご質問ありがとう

ございます。 

   ただいまのご質問でございますが、自主防

災組織の中に様々な防災上の役割があって、

消火班というのを組織されているという自主

防災組織もあるというのは承知しております。 

   私のところでは、消火班を担っていただい

ている方々というのが、いわゆる消防団活動

に取り組んでいただけるような、年齢の話を

してはあれですけれども、世代の方なのか、

むしろ地区の中でリーダー的な年齢の方なの

かというところまで私、承知しておりません

ので、ただ、ご提案いただいたように、自主

防災組織に対して働きかけるというのも一つ

の手であるというふうには考えております。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 
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○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   やはり災害があったとき、もちろん、地元

に残る人が地元のことを頑張るというのは当

たり前の話ですが、そういった中でも、若い

人たちが地域に溶け込む一つの手段としても、

自主防災組織と消防、地域が一体となれるよ

うなことを考えてぜひ進めていただきたいと

思います。 

   また、今回自主防災と言いましたが、併せ

て現在、河北町でも女性消防隊、いろんなこ

とで活動してくださっています。広報や救急

救命講習の講師などいろんな活動をやってく

ださっていますが、他県の行動、活動を見ま

すと、そういった広報だけでなく、やはり、

言い方がちょっと難しくなるんですが、昼間、

どうしてもやっぱり家の近くにおられる方が

多いというような観点から女性隊の消防士、

女性消防隊のほうも消火活動などにも参加し

ているという団も見られるようです。 

   この辺は町当局のほうの問題になるのか、

団本部のほうの考え方になるのかはちょっと

難しいところではありますが、ぜひ町のほう

でも事務局として、その辺を団幹部のほうと

考慮しながら考えていただくような方向でち

ょっと検討いただきたいと思います。 

   女性消防隊ということで今、話しましたが、

それと併せて、例えば町内の小学校、中学校

に防災クラブのようなものを設立していただ

き、そこでふだんから様々な防災についての

学習などをしていただく。消防団と一見関係

ないような感じにはなりますが、そこで、防

災について理解を深めていただくことにより、

小さな頃から地域の防災リーダーとなるよう

な考えを持っていただき、そして大人になっ

たとき、自分たちの町は自分たちで守らなき

ゃならないんだという、そこから自分たちが

やっぱり消防団で頑張らなきゃ駄目だなとい

う、そんな意識を持っていただけるように、

やはり大人になって仕事が忙しくなってから

と言われてもなかなか大変なところでありま

す。それでもやっぱり小さいときから自分た

ちの町のことをよく知り、そして災害に備え、

小さな子供でも、小学生でも、中学生でも、

災害が起きれば立派な人手になります。 

   その観点からも、将来の消防団候補として

そうなるべく、もちろん、人員の確保という

意味だけではなく、人材育成、いろんな育成、

知識のためにも、そういったふうに町を挙げ

て、ほかの都県ではそういった学校を通して

防災クラブをやっているところもありますの

で、河北町でもそういったことが考えられな

いのかお聞きしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「真木防災危機管理課長」 

○真木秀章防災危機管理課長 女性消防隊に関す

るご質問をいただきました。 

   議員おっしゃいますように、現状、女性団

員の皆様方におきましては、火災現場での後

方支援であるとか、救急救命活動だったり広

報、イベント時の協力というような形で貢献

をいただいているというところであります。 

   実際組織上も消防団につきましては、第１

分団、第２、第３、第４、第５プラス、自動

車分団というふうな組織、構図になっている

わけでありますが、女性消防につきましては、

それのいずれにも属さずに直接属しているの

は本部付というような構造になっていますの

で、事実上、最前線で消火活動を行うという

ような姿には現状はなっておりません。 

   ただ、議員おっしゃるように、男女共同参

画ではないですが、女性の方が消火活動を行

えないということはないと考えますので、そ

こは先ほど議員おっしゃいましたように、消

防団の皆さんと今後の女性消防団の在り方と

いうのはいろいろ話し合っていきたいと思い

ます。 

   実際に、先ほど男女共同参画というふうに
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申し上げましたけれども、女性らしさとか女

性ならではということは、今の時点でタブー

なのかもしれませんが、実際にホースをつな

いで筒先を持って消火活動を行うとなります

と、相応の体力であったり腕力などが当然、

必要になってまいりますので、そういった装

備面での検討というものも併せてしていかな

くちゃいけないのかなと思うところです。 

   せっかくの機会ですので１点だけお伝えし

たいと思うんですが、今年度、小規模なもの

も含めて火災が多いんですけれども、溝延地

内で火災が発生しましたときに、女性消防団

員の１人が駆けつけてくださいまして、火元

になってしまったおばあちゃんがいたんです

けれども、非常に恐縮して会う人、会う人に

大変申し訳ないということで頭を下げて回る

というような場面がありました。そのときに

駆けつけた女性団員が、道端に座らせて背中

をさすりながら、私はわざとその現場を離れ

たんですけれども、恐らく大丈夫だよ、誰も

けがをしていないし、心配することないよと

いうことで恐らく声をかけていたと思います。

そういった活動も立派な消防団活動だと見て

おりました。それも併せて、せっかくの機会

ですのでご紹介させていただければと思いま

す。女性消防団に関しては以上です。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 林議員の、小さいときからの

防災教育の重要性、ご指摘いただきました。

ありがとうございます。 

   実際どのような取組をしているかというこ

とでご紹介したいと思います。 

   例えば具体的に今、消防団が話題になって

いるわけですけれども、４年生の社会科で火

事を防ぐという単元があります。火事の起こ

る仕組みとか、それを防ぐためにどうしたら

いいか、あるいは残念なことに火事が起こっ

た場合にどういう対応をするのか、そういっ

た内容で学習をしております。 

   またどの学校でも避難訓練が行われていま

す。火事を想定した場合、地震を想定した場

合、水害を想定した場合、様々な場面を想定

して訓練を行っています。 

   その中で、火事を想定したときに、具体的

に寒河江西村山広域消防の職員の皆様からご

協力を得て、その訓練の様子の評価、あるい

は火事を防ぐための講話、そういったところ

でご指導を仰いでいるところであります。 

   さらには、総合的な学習の時間を活用しま

して、災害を防ぐということで様々な学習を

しております。具体的には関係省庁の職員の

ご協力を得ながら、いわゆるこの間の７月の

豪雨のときに、具体的に溝延なんですが、ど

れくらいまで水位が上がったかということで

水位の上がったところに目印をつける活動を

子供たちがやっています。それから、その関

係省庁の中で水位が上がった場合に実際に仮

想訓練として歩く、重い長靴を履いて歩く訓

練とか、あと、崖崩れの仕組みなんかも学ぶ

学習をしています。それが小学校。 

   中学校では、やはりＳＤＧｓの環境教育と

絡めてそういった勉強をしているところであ

ります。 

   ご指摘のとおり、小さいときから、やっぱ

り災害が起こったらどうすればいいかという、

いわゆる自力で対応する力、これを養いたい

というふうに思っているところです。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   女性消防のほうが答えにくいかなというこ

とで一緒に小中学校のほうまで話をさせてい

ただいたんですが、今、防災危機管理課長の

ほうから女性消防についてお答えいただきあ

りがとうございます。 

   今、課長から指摘もあったように、女性消

防、体力的な面などからとても男性と同じよ
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うなことは無理なことも私も承知します。 

   そういった中で、活動のすみ分け、いろん

なやり方等、あると思います。そんな中でぜ

ひ女性消防のさらなる活躍をお願いしたいと

思っています。 

   もちろん、先ほどもあったように、女性な

らではの観点での被害者へのケア、やはりこ

れは男性ではなく女性だからできる部分とい

うのはすごくあると思うので、そういった面

では女性団員、すごく活躍してくださってい

るのは十分に承知しています。 

   ただ、やっぱりそういった中でどうしても

人が集まらないというのが現状の中、やはり

男性も女性も、例えば消火活動の際、全部を

女性隊でやるのは難しいのかもしれませんが、

機械操作を女性がやるとか、火に近いほうを

男性隊員がやるとか、そういったやり分け、

そんなこともできると思いますので、ぜひ今

後の課題として検討をお願いしたいと思いま

す。 

   またそういった中、先ほど女性隊だけでな

く男性という意味では、町職員の方でも消防

団として活動してくださっている方、多数お

られることをすごく感謝しております。 

   実際、最近、近年は日中の火災等々減って

きているので、余りという言い方はあれなん

ですが、以前ですと、やはり役場職員の方の

消防団、地元に戻ってからの出動が大変だと

いうことで役場すぐ近くの消防車に乗って出

動協力をというお話がありましたが、以前は、

なかなかそれでもやっぱり仕事が手が離せな

い等々ということで、役場職員、なかなか出

てきてくださらないことが多々あったように

見受けられるのですが、やはり、ほかの一般

消防団員にしても、仕事を持ちながら仕事を

休んで中抜けして皆、活動を自分たちのため

に、自分たちの町を守るために活動している

わけですから、役場職員の方でも、やはり公

益性のある仕事と言われるかもしれませんが、

これも町民の財産を守る行動の一つというこ

とで、ぜひその辺を管理職の皆様も理解して

いただき、率先して役場職員もそういった、

現場に出られるように声がけをしていただき

たいと思うのですが、その辺、お考えをお聞

かせいただきたいです。 

○丹野貞子議長 「須藤防災・危機管理監兼総務

課長」 

○須藤俊一防災・危機管理監兼総務課長 今お話

しあった役場職員側のほうの消防団員のほう

の活動も、やっぱり日中の業務はある中では

ありますけれども、役場職員以外の団員と同

じような意識を持った中で、臨機応変な対応

という部分の中で活動を進める必要があろう

かと思います。 

   そうした中で、今、林議員からお話しあっ

たように、管理職側のほうもその辺の意識づ

けというものを徹底させていただきながら、

ぜひそういった形でいざというときには現場

に駆けつけられるような、そういった環境と

いう部分を心がけるように周知徹底させてい

ただきたいと思います。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   役場職員のほうでも毎年、新しい方も入ら

れています。若い方もたくさんいるように見

受けられます。そういった方が、やはり入団

していただくことでも団員の増強にもつなが

るし、町民への目印となると思います。役場

職員も頑張るからみんなも協力してねと、そ

んなことが言えるように、やはりやってやっ

てではなく見本になるように、とにかく全て

がみんなでつくる、みんなで行動ということ

を目標に消防団の精神、お互いに助け合う共

助の精神をみんなで示せるように、ぜひその

辺をご検討いただきたいと思います。 

   以上で一般質問を終わらせていただきます。
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ありがとうございます。 

○丹野貞子議長 以上で、10番林智議員の一般質

問を終わります。 

   ここで10時まで休憩といたします。 

     休 憩  午前９時４７分 

     再 開  午前９時５８分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   一般質問を続けます。 

   次に、７番木村章一議員の一般質問を行い

ます。 

   「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 一般質問を行います。 

   質問の１は、町の少子化対策を充実させ、

幼児教育、保育の完全無償化を進め、副食費

を無償化することについてであります。 

   質問要旨の１は、町の少子化対策を充実さ

せて、幼児教育、保育の完全無償化を進め、

副食費を無償化すべきでありますが、近隣自

治体の取組状況をどのように把握しているか、

伺います。 

   質問要旨の２であります。 

   副食費の完全無償化は、すぐに実施すべき

でありますがいかがでしょうか。 

   次は、質問の２であります。 

   現在、検討委員会で検討中の町内小学校の

在り方について、谷地西部小学校をほかの学

区からも通学できる小規模特認校にする選択

肢も加えてはどうかということであります。 

   質問要旨の１は、本来、学校の通学区域は

住所により決められますが、小規模特認校は、

平成９年に文部省が通学区域制度の弾力的運

用についてを各教育委員会に通知して、学区

の区割りを柔軟に運用し、他校区でも入学で

きるようにした制度で、原則として住所はそ

のままで自宅から学区以外の学校に通学でき

る制度であります。この制度について町の認

識はどうでしょうか、伺います。 

   質問要旨の２であります。 

   小規模特認校の制度を導入する狙いは、複

式学級の解消や統廃合を回避することであり

ます。 

   また、大規模校では適応しにくかった子供

が、ゆったりした人間関係と自然環境の中で

育つことができる学校づくりも期待できます。

少人数の利点を生かし、かつ、特認校である

ことを生かして通常の学校ではできない教育

活動の実施ができる可能性も広がります。 

   地域の子供と地域外の子供という異なる環

境の中で生活している子供が、共に学ぶこと

により多様な価値観に接する教育環境をつく

る可能性などが開けることについて、町の認

識はどうでしょうか。 

   小規模特認校を町内小学校の在り方の検討

の選択肢に加える考えはどうでしょうか。 

   次に、質問３であります。 

   経験したことがない暑い夏が、毎年、過酷

さを増しておりますが、暑い時間帯に熱中症

対策として、エアコンの効いた町の公共施設

を避暑スペースとして町民に提供できないで

しょうか。 

   質問要旨の１は、今年の暑い夏が来年も続

く可能性があり、一方で、有効なエアコンを

使えない町民が存在し、熱中症と向き合って

いる事態について町の認識はどうか伺います。 

   質問要旨の２であります。 

   エアコンが稼働する町の施設の幾つかを、

暑い時間帯に熱中症対策の避難所として活用

する考えはないでしょうか。 

   私は、８月21日にこの質問の通告をいたし

ましたが、町は８月25日同日から町内の公共

６施設を避暑スペースとして開放すると発表

して実施していただきました。 

   二十数年前のことですが、町道の穴の数を

調べて町道の補修を求める一般質問をしたと

きにも、私の質問の日までに全ての道路の補

修をしていただいたことがありました。それ
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以来のことであり、素早い決断を歓迎いたし

ます。 

   質問要旨の３は、全ての町民世帯に有効な

エアコンが稼働させられるように、町として

支援する考えはないでしょうか。 

   以上、森谷町長の答弁を求めます。 

○丹野貞子議長 ７番木村章一議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ７番木村章一議員の一般質問に

お答えいたします。 

   最初に、幼児教育・保育の完全無償化を進

め、副食費を無償化することについてお答え

いたします。 

   まず、1点目の少子化対策を充実させ、幼児

教育・保育の完全無償化を進め、副食費を無

償化すべきであるが、近隣自治体の取組状況

をどのように把握しているか。２点目の副食

費の完全無償化はすぐ実施すべきだがどのよ

うに考えているか。関連しますので併せて申

し上げます。 

   令和元年10月から実施されている幼児教

育・保育の無償化の制度により、３歳から５

歳までの保育料が無償化されているところで

ございます。 

   副食費の徴収について国の基本的な考え方

といたしまして、これまでも保育料の一部と

して保護者が負担してきた経過があること、

在宅で子育てをする場合でも生じる費用であ

ること、授業料が無償化されている義務教育

の学校給食や、介護保険施設や病院などの他

の社会保障分野の食事も自己負担とされてい

ること、これらを踏まえて無償化の対象から

除かれ、保護者の皆様からご負担いただいて

いるところであります。 

   一方で、低所得世帯等への配慮といたしま

して、年収360万円未満相当の世帯及び第３子

以降のお子さんについては、副食費を免除し、

その分については町が施設への給付費に加算

しているところであります。 

   第３子以降のお子さんに対する副食費の国

の免除制度においては、保育を必要とする事

由に該当し、市町村から保育認定を受けた保

育部のお子さんについては、就学前のお子さ

んのうち、最年長のお子さんから順に３人目

以降であること。それ以外の教育標準時間認

定を受けた幼稚園部のお子さんについては、

同一世帯内の小学校３年生までのお子さんの

うち、最年長のお子さんから順に３人目以降

であることといった制限があるところであり

ますが、本町では、令和３年度から町の単独

事業として、上のお子さんの年齢制限を撤廃

し、世帯内の第３子以降であれば、国の免除

制度の加算額を上限として副食費の無償化を

行っているところであります。 

   近隣自治体の取組状況でありますが、村山

地域の７市７町での状況を申し上げます。 

   ３歳から５歳までの全てのお子さんの副食

費の無償化を行っている自治体は７つござい

ます。 

   第３子の数え方の年齢制限を国の基準より

も拡大した上で、第３子以降の副食費の無償

化を行っている自治体は、先ほど申し上げま

したように、本町を含めて６つの自治体が行

っているところであります。 

   なお、国の制度の拡大を行っていない自治

体は１自治体ということであります。 

   現在、免除の対象外となっているお子さん

の副食費の無償化、これを進めていくことは

重要な課題であると認識しております。 

   一方で、副食費の徴収額につきましては、

各園によって決定しております。したがって、

その額も園によってばらつきがございます。 

   これらを踏まえてどのような制度設計がベ

ストなのか、具体的に検討を急いでまいりま

す。 
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   次に、現在検討委員会で検討中の町内小学

校の在り方について、谷地西部小学校をほか

の学区からも通学できる小規模特認校にする

選択肢、これも検討の中に加えてはどうかと

いう点でございます。 

   まず、１点目の本来、学校の通学区域は住

所より決められるが、小規模特認校は、平成

９年に文部省が通学区域制度の弾力的運用に

ついてを各教育委員会に通知しております。 

   学区の区割りを柔軟に運用して他の校区で

も入学できるようにした制度で、原則として

住所はそのまま、自宅から学区外の学校に通

学できる、この制度について町の認識はどう

かという点でございます。 

   この特認校制度につきましては、学校選択

制等の学校指定制度を弾力化する内容の一部

であります。特認校制度とは、従来の通学区

域、これを残したまま、特定の学校において

通学区域に関係なく、町のどこからでも就学

を認める制度のことであります。例えば谷地

中部小学校に、町内の他の５つの小学校区か

らも通学できるような、そういった制度にな

ります。 

   文部科学省では、これまで当時の文部省が

平成８年12月の行政改革委員会からの提言を

踏まえ、平成９年１月に通学区域制度の弾力

的運用についての通知がございました。その

後、平成14年度にかけて通学区域制度の運用

に関する事例集、これが３回にわたり示され

ております。 

   導入の事例といたしましては村山管内で申

し上げますと、山形市の第一小学校、山寺小

学校では、山形市内であればどの学区からで

も通学が可能となっております。寒河江市に

おきましては醍醐小学校、東根市におきまし

ては高崎小学校が全地区からではなく、通学

可能な指定している地区はございますけれど

も、３市４校で特認校が設置されております。

山形、寒河江、東根、この３市で設定されて

おります。 

   そのうち、山寺小学校、醍醐小学校、高崎

小学校においては、小中一貫教育が特色とな

っております。その学区の小規模の中学校に

進学できるシステムになっている、これが特

徴であります。 

   ２点目、小規模特認校の制度を導入する狙

いは、複式学級の解消や統廃合を回避するこ

となどがあるが、大規模校では適応しにくか

った子供が、ゆったりした人間関係と自然環

境の中で育つことができる学校づくりや、少

人数の利点を生かし、かつ、特認校である子

供という異なる環境の中で生活している子供

が、共に学ぶことにより多様な価値観に接す

る教育環境をつくる可能性が開ける、これに

ついての認識、そして、この小規模特認校在

り方検討会の検討の選択肢に加える考えはど

うなのか、この点について申し上げます。 

   多様な価値観に接する教育環境づくりにつ

いては、各学校の特色ある学校経営の中で、

ゆったりとした人間関係と落ちついた環境で

生活できること、通常の学校ではできない教

育活動ができること地域と地域外の交流など

ができ、多様な価値観に接する環境づくりと

いう点では、現在も各学校において子供同士

の関わりの中で、子供の発達段階に応じた社

会性を身につける指導、学校規模を生かした

子供同士の交流、地域学校協働活動を生かし

た地域の方との交流など、教育活動全体を通

して取り組んでおります。 

   一例を申し上げますと、子供同士、学校間

交流については、西部小学校と北谷地小学校

において低学年交流を行ってきております。

感染症防止のため中断しておりましたが、今

年度からは、全学年に広げた取組を実施して

おります。 

   子供一人一人に寄り添った指導・支援につ
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きましては、教員の校内外の研修への参加や

学習・生活指導補助員の配置の拡充、さらに

はスクールカウンセラー、スクールソーシャ

ルワーカー、教育相談員を活用した教育相談

体制の充実に取り組んでいるところでありま

す。 

   このような取組を通して多様性に触れる環

境、多様性を互いに認める指導ができるよう

な教育環境を整えているところであります。 

   現在検討を進めております小学校の在り方

検討委員会において、小規模特認校を検討の

選択肢の中に加えること、この点についてで

すが、昨年度、実施いたしました保護者を対

象にしたアンケートの中でも、特認校を造る

というご意見もございましたし、検討会や地

区懇談会においても、特認校について教育委

員会のほうから説明を加え、特認校という学

校選択制の一つの方法があることは説明して

おります。 

   一方、保護者の方からの学区に関する問合

せということで申し上げますと、河北町に転

入する際、お子さんを小規模校ではなく大規

模校に通わせたい、そういった問合せも寄せ

られているということもあります。 

   いずれにいたしましても、これまで小学校

の在り方を検討している中では、特認校に関

する意見は少ない状況でございます。保護者

のニーズ、そして、必要性について十分に見

極めて考えていく必要があると考えておりま

す。 

   次に、経験したことのない暑い夏が毎年苛

酷さを増しているが、暑い時間帯に熱中症対

策としてエアコンの効いた町の公共施設を避

暑スペースとして町民に提供できないかにつ

いてお答え申し上げます。 

   まず１点目、今年の暑い夏が来年も続く可

能性があり、一方で、有効なエアコンを使え

ない町民が存在し、熱中症と向き合っている

実態について町の認識、この点について申し

上げます。 

   消防署河北分署によりますと、令和４年度

において熱中症で搬送された方の数は、軽症

３人、中等症４人、計７人でありました、昨

年度です。今年度は、９月５日現在で既に軽

症が14名、中等症が５名、重症２名、計21名

と昨年の３倍の人数となっております。今年

の夏がどれだけ暑いかを表している数字であ

ります。 

   こうした中で、エアコンを使えない町民が

存在していることについてのご質問がござい

ましたが、本町におけるエアコンの普及率、

これを直接示すデータはございませんが、平

成26年のちょっと古いですけれども全国の消

費実態調査によりますと、２人以上の世帯に

おける山形県の村山地域のエリアでの普及率、

これは85.5％となっております。もっともこ

うした統計資料を用いるまでもなく、エアコ

ンを設置されていないご家庭が一定数おられ

るという認識はございます。 

   また、エアコンが家庭内にあっても操作に

不慣れであるとか、冷風に当たるのが苦手だ

などの理由で使用されないケースもあると認

識しております。 

   ２点目のエアコンを稼働する町の施設の幾

つかを、暑い時間帯に熱中症対策の避難所と

して活用する考えはという点について申し上

げます。 

   今年の６月の定例会、公共施設でのクール

シェアについての一般質問を議員からいただ

いた際、公共施設というと、予約なしでは入

れないようなイメージを持たれる方がおられ

るかもしれませんが、個々の熱中症対策を利

用目的として、気兼ねなく利用していただき

たいと考えておりますというふうに答弁させ

ていただきました。 

   近隣の観測ポイントにおける記録によれば、
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７月は猛暑日となった日はありませんでした

が、８月は31日のうち、19日間、猛暑日とな

りました。 

   本町におきましては、８月24日、幸いにし

て重篤な症状には至らなかったのがよかった

と思っておりますけれども、小学生が熱中症

として早退するという事案が発生いたしまし

た。 

   また、先ほど申し上げましたように、熱中

症による救急搬送が増えている、こういった

状況も踏まえまして、８月25日金曜日から明

日までの15日間、どんがホール、サハトべに

花、西里農村環境改善センター、溝延研修セ

ンター、北谷地構造改善センター、加えて、

役場町民ホールギャラリー、この６施設を休

憩できる場所として開放することといたしま

して、この点、防災行政無線での放送、ホー

ムページへの掲載、対象施設への張り紙、さ

らには報道機関への情報提供なども行いなが

ら周知を図ってきたところでございます。 

   なお、休館日のある施設は規定どおりの対

応としてまいりましたが、役場の町民ホール

ギャラリーにつきましては、期間中、土日も

開放させていただきました。 

   ３点目の、全ての町民世帯に有効なエアコ

ンを稼働させられるよう、町として支援する

考えはないかについて申し上げます。 

   ７番議員からは、今年の３月定例会の一般

質問において、環境問題対策や燃料費高騰対

策としてのエアコン買換えの支援についてご

提案をいただきました。 

   今回は同じエアコン購入等に係る支援でも

熱中対策という視点からのご質問でございま

すけれども、熱中症対策、今後は非常に今年

度にとどまることなく、今後も大きな課題に

なってくるかなというふうに思っております

が、公共施設への冷房機器の導入の拡充、こ

れも大きな課題だというふうに認識しており

まして、猛暑対策として何を優先していくの

か、いくべきなのか、国、県の動向も注視し

ながら検討していく必要があるというふうに

考えております。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 再質問いたします。 

   最初の幼児教育保育の副食費を無償化にす

るという課題でありますけれども、近隣状況

などは、半数が全て無償化、既にもう実施さ

れているという状況でありまして、町として

も重要な課題と認識しておって、具体的検討

を急ぐということでありますから、その検討

の結果をしっかり見つめていきたいというふ

うに思います。よろしくお願いいたします。 

   それから、２つ目の質問の小学校の在り方

についての検討の中に、小規模特認校に対す

る選択肢も加えたらどうかということであり

ます。その検討会の中では議論の土台になっ

ているということでありますけれども、１つ

県内近場の村山地域で既に導入されている小

学校での導入状況、導入して地元の子とそれ

以外から通ってくる子供などがどのぐらい、

具体的人数など把握されておれば、ご紹介い

ただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 それでは、再質問にお答えい

たします。 

   先ほど町長答弁にもありましたように、山

形市立第一小、山寺小、そして寒河江市立醍

醐小、東根市立高崎小学校があります。 

   第一小につきましては、区域外から通って

いる生徒の数ですが、全校生徒が227名おりま

す。その中で区域外が24名であります。山寺

小、全校生徒32名、うち、区域外が２名です。

醍醐小学校、全校生徒47名中、２名が区域外、
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そして、高崎小学校は全校生48名中、26名に

なっております。 

   第一小と高崎小学校が人数が多いというこ

とでその要因を考えてみると、第一小は、ご

存じのように、いわゆるＱ１といいまして資

料館が同じ敷地内にあると。それから太陽光

を活用した温水プールが地下にあります。そ

ういった特色のある校舎であるということと、

いわゆるナンバースクールの第１であります。

そういったブランド化があるのではないかな

というふうに考えているところであります。 

   高崎小学校につきましては、特認校を始め

て７年目になるんですけれども、英語での特

別カリキュラムを編成して特色ある学校経営

をしております。具体的には毎週木曜日をイ

ングリッシュデーということで英語をフルに

活用した日に特定しているところであります。

さらには、地域住民の協力によりまして炭火

焼きの活動なんかも取り入れているというふ

うに聞いております。 

   そうした、いわゆる議員がご指摘なさって

いる他校には見られない特色ある活動を仕組

んでいるというのが人数の多さにつながって

いるのではないかなというふうに思っている

ところです。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 河北町で小規模特認校

を考えるには、やはり複式学級の解消とか、

統廃合の回避、さらに行政的な観点といいま

すか、少子化対策という点では、一気に集め

ていくというよりはそういった小規模校もし

っかりと活用といいますか、運営できるよう

にしていくというのは、少子化対策などには

一つ特徴のあるまちづくりになっていく観点

にもなるのではないかなとも思います。 

   そういう点で、今紹介いただいた中で特に

東根市の高崎小などは、子供は倍に増えて統

合よりはこのままいこうという方向性など出

てくるんでのないかと思うんですが、そうい

ったことについて検討委員会、検討会、それ

からいろいろ話を聞くような集まりの中で、

そこまで踏み込んだ小規模特認校についての

共通認識などというのは、議論になったかど

うかお聞きしておきたいんですが、いかがで

しょうか。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 先ほど町長答弁にもありまし

たように、昨年度、実施したアンケートにも、

いわゆる特認校を造るという少数意見があり

ました。さらには、先ほど来からありますよ

うに、在り方検討委員会でも特認校という制

度があるということを説明した上で議論をし

ております。 

   その中でこういう意見が大勢を占めており

ます。大規模校から小規模校へという希望は

少ない、これが１点であります。２点目が、

小規模校における、いわゆる人間関係の固定

化が非常に怖いんだと。例えば仮に特認校に

転校しても人間関係がうまくいかない場合に

は逃げ場がない、そういうご意見もありまし

た。さらには、どちらかというと、やっぱり

多様性を望むんであれば、大規模校における

多くの人数の中での多様性、これを望む、期

待する声が大きかったということであります。 

   いずれにしましても、今ある各学校におい

て特色ある学校づくり、そして、魅力ある学

校づくりの中で、子供一人一人に寄り添った

指導、それから多様な価値観に接する教育環

境づくりの充実、これを通しながら保護者の

ニーズと必要性について注意深く見ていきた

いなというふうに思っているところです。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） これは町長にお伺いし

たいんですけれども、小学校の在り方をどう

するかという点で、現在、小学校６校あって、

一部といいますか、谷地地区以外の小学校は
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だんだんと子供の数が減っているという状況

がありますが、そういう状況がずっと続いて

いって町全体のことを見たときに、農協支所

がなくなってそれで学校もなくなると地域が

非常に急速に衰退するなどというような、学

校教育、教育そのものとはちょっと違う観点

なんですが、そういったことにもなりはしな

いかという点では、地域にある学校をしっか

りと町行政が支えて、何とかそこを学校とし

て維持していく、支えていくんですか、そう

いった観点がぜひ必要ではないかと思うんで

すが、町長はその辺、どのようなお考えでし

ょうか。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 小学校の在り方についてこれま

でも議会の場でも様々な質疑をいただいて、

私のほうからも答弁させていただいた経過が

ございます。 

   現時点でこれまでの私の議会における答弁

内容について新たなものとして申し上げるこ

とは、今まさに検討委員会、教育委員会の中

で、そして、教育委員会において検討する上

で検討委員会を設置して、まずは地域として

の学校の存在も大きなまちづくりの上では、

地域住民の方々を含めて大きな関心事である

いうことは十分承知した上で、子供たちの少

子化が進んでいる中でのこれからの子供たち

にどういう学びの場を設置者として責任を持

って将来に向けて提供できるか。保護者の

方々、さらには町民の方がそれをどう望んで

いるのか、そこを十分見極めさせていただき、

教育委員会の考え方も十分受けた上で、私と

してその結論を提示し、責任を持って町民の

方々に、近い将来、ご提示申し上げたいとい

うふうに思っております。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 現在の小学校の在り方

ということについて、全町民的規模で見ると、

谷地西部小学校をどうするかというようなと

ころが主な論点で、それ以外の方々はその検

討会の動向を見守るという状況だと思うんで

すが、話の進み具合によっては、もっと全体

的な河北町の小学校全体の今後の在り方と。

例えばもう大胆に最近、朝日町などで議論が

進んでいるような１つの小学校にしてしまう

とか、西川町ではそれでやられていますけれ

どもそんな方向とか、または２つにするとか

なんていう議論になったとしたら、それ以外

の学区の、全町の学区の方々が関心を持って

進められる、例えば参加をするみたいな検討

会の在り方というふうに、ちょっと全体を膨

らませるというか、そういったことも必要な

んではないかなと思うんですが、その辺につ

いてはいかがでしょうか。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 お答え申し上げます。 

   今、木村議員からご指摘あったのを十分意

識してこれまでも在り方検討会を実施してま

いったところです。具体的には、いわゆる今、

谷地西部小、確かに一番少ない全校規模、少

ない学校ですけれども、西部小のみならず、

やっぱり町全体の問題として捉えましょうと

いうことでスタートしております。 

   それゆえに去年、６学区の小学校を会場に

話合いを持ってまいりました。もちろん、先

ほどご指摘あった学校がなくなると地域が寂

れる、そういったご意見も確かにありました。 

   それから、町全体の問題としてということ

で８月26日午前10時から２時間ほど町民参加

型の在り方検討会を行っております。ですの

で、小規模校のみの問題としては捉えず、河

北町全体の問題だということでこれを課題と

して今、話し合っているところであります。 

   在り方検討委員会で２つ諮問しております

ので、12月までは答申をいただけるようにな

っております。 



 - 49 - 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 町民全体、多くの方々

としては、小学校の在り方問題というのは、

スタートが谷地西部小学校でありましたので

それに近い話かなという認識の方も結構、町

民には参加してくださいというふうにはなっ

てはいるんですが、受け取りとしては、自分

のところの地区の学校がどうなるかというこ

とまで波及するのではないんじゃないかとい

うふうな認識の方も結構多いのではないかと

思うんですね。なので、例えば何か中間報告

みたいな、最終決定する前の中間報告も出し

て、もう一回、それに対して意見をしっかり

聞くみたいな進め方になるのかどうかですね、

１回出したらもう変わらない内容になります

よというよりは、１回中間報告というような

形で町民にしっかりとお知らせして、そこで

みんながちゃんと認識して納得して進んでい

くみたいな形の進め方は想定されているのか

どうかお聞きしておきたいと思います。 

○丹野貞子議長 「板坂教育長」 

○板坂憲助教育長 お答え申し上げます。 

   やはり重大な提案ですので、途中経過を町

民に説明しながらより多くの方々からご意見

をいただいて、方向性の参考にしたいなとい

うふうに思っております。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） ぜひそんなふうに進め

ていただきたい。全町民が、自分のことの課

題だということで判断、判断といいますか、

認識できて行き先を見守れるような進め方を

よろしくお願いしたいと思います。 

   次に、避暑スペースを作るという点であり

ますけれども、ご答弁いただいた対応をして

いただいておりまして、それで特に、前にも

これは私、別な観点で申し上げたんですけれ

ども、結果として、町営東団地とか、定住促

進住宅などに高齢世帯が独り暮らしだったり、

２人暮らしだったりというところが多い状況

になっていて、そこがエアコンを導入してい

ないという状況が結果として、集中している

といいますか、そうでないところもあるわけ

ですけれども、そういうところに福祉的な対

応でも何でもあれ、エアコンの導入を進める

というようなことをやっていくべきぐらいの

せっぱ詰まった状況はありそうだと。この夏、

よく皆さんが頑張って暑い中を乗り越えられ

たなあというふうに思いますけれども、来年

になると、もっとその辺がせっぱ詰まった状

況にもなりはしないかなあと思うんですが、

この辺についてすぐにやるとかやらないとか

というふうにはいただけないと思うんですが、

何らかの方法を検討する。前に質問したとき

に一定、福祉的な対応もどうかというような

お話もいただいていますので、その辺の検討

などが進んでおったらそれもお聞かせいただ

きたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 まず先ほど、猛暑対策として、

やっぱり町として、今、豪雨とか様々な自然

災害もございます。そういう中で安全・安心

という観点からいうと、さすがにやっぱり今

回の猛暑というのは、特に外で働く方々、あ

るいはお子さん、そして、高齢者、搬送とか

アラートが出るたびに私、危惧していたとこ

ろであります。 

   そういった意味で、まさに安全・安心とい

うことを考える上で猛暑対策も何ていうか、

その中での延長の中でも考えていく必要があ

るのかなというような気はいたしております。 

   先ほどの答弁の中で、公共施設における冷

房機器の導入の拡充と、これも課題だという

ことも申し上げさせていただきました。学校、

いろんなところでエアコン等の普及はかなり

進んでおります。ただ、まだ手つかずなのが

体育館等です。中学校、小学校、あと、各地
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区センターを中心にエアコンの導入は進んで

いますけれども、大きいところはなかなか経

費面もあって入れられない状況にあります。

使用をできるだけ気候を考えながら使用して

いただくという中での対応になっています。 

   新聞報道でありますけれども、今朝ほどの

新聞のほうに、県のほうで高校と中学校に導

入かというようなことも検討していると。こ

れから、予算編成に向けて検討がなされてい

るものだというふうに承知いたしますけれど

も、中高もございますけれども多分、中高と

いうのは部活があるということが大きな点か

と思います。中学校等でも大きな事故があっ

たというようなこともあるかと思いますけれ

ども、これは県の動向を見守ってまいります

が、私としては、小学校あるいは各地区セン

ター、これは避難所にもなります。地震いつ

やってくるか分かりません。とりわけ、豪雨

のときの避難というようなことになれば、２

年の７月豪雨、昨年の８月、そういった意味

で夏季に、秋からの台風時期を待たないでと

いうこともございます。 

   今後、国、県のそういった猛暑対策として

の施策がどうなるか、単なる猛暑対策という

だけでなく、安全・安心につながり、かつ安

心して暮らせるところということでの公共施

設の導入についても一つの課題だなと。 

   あともう一つ、公共施設ということであれ

ば、今ご質問の町営住宅はどうなんだという

ような視点もあるかと思います。 

   そういったことも含めてどういった世帯に、

どういった形でということが考えられるのか、

優先順位の問題もありますけれども、制度設

計としてどういう形が納得感のある、当然、

税金を投入するわけですから、そういうとこ

ろに税金を投入するということなんだなとい

うことで広くご理解、ご支持をいただける猛

暑対策というものを優先順位の面、あるいは

支援の在り方の面、双方からアプローチして

いく必要があるかなというふうに思っており

ます。 

   その意味で、まず全国的にこれほど猛暑の

ことが、今、課題になっております。国県の

政策もしっかり見ながら、町としての安全・

安心の観点に立ったアプローチを考えていく

必要があるというふうに思っております。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） ちょうど９月に入って

からようやく涼しくなってきましたが、この

大変だった暑い夏を忘れないうちに、来年の

夏はもっと暑い夏が来ても不思議はないと皆

さん思っておられると思いますので、それに

有効な対策を取ると。 

   特に熱中症で亡くなる方なんかをなくすと

いう点では、高齢者でエアコンがないとか、

エアコンあるけれどももう壊れているので結

局ないと同じなんですが、そういったお宅と

か、特にそういったないというのが多いのが

町営住宅とか定住促進住宅などはたくさんあ

るので、そこを町としてどうするかなどとい

うのもぜひ年度内に結論を出して、来年の夏

にはちゃんと有効な手が打てる、そういうス

ピード感がないといけないかもしれないと思

いますが、この辺についてのご認識、スピー

ド感についてはどうでしょうか。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 十分、先ほど申し上げました優

先順位の問題、あと支援の在り方の問題、当

然、先ほどありましたように、何を優先すべ

きかという点においての中で考えてまいりま

す。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 以上で一般質問を終わ

ります。 

○丹野貞子議長 以上で７番木村章一議員の一般

質問を終わります。 
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   ここで11時まで休憩します。 

     休 憩  午前１０時４７分 

     再 開  午前１０時５８分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します 

   一般質問を続けます。 

   次に、11番奥山英幸議員の一般質問を行い

ます。 

   「11番奥山英幸議員」 

○11番（奥山英幸議員） それでは、通告書に従

い一般質問をさせていただきます。 

   まずは県立谷地高等学校についてお伺いい

たします。 

   さきの６月の定例会でもお伺いいたしまし

たが、今年度の谷地高等学校の入学者が36名

のみにとどまり、同じ状況が来年度も続くと、

現在の１学年定数80名、２クラスから40名１

クラスに減級される可能性が高く、実際に減

級されれば、これまで培ってきた谷地高等学

校の取組や実績に暗い影を落とす可能性があ

ります。 

   私自身、谷地高等学校は、我が町の活性化

には欠かせない存在であると考えておりまし

て、最低でも現在の定数を維持していくこと

が必要かと考えております。 

   さて、先般８月に行われました全国高校総

体カヌー競技においては、学校対抗で男女と

も優勝をはじめ優勝数は５、入賞数は15と輝

かしい成績を収め、山形新聞にも大きく取り

上げられたのは記憶に新しいところではござ

いますが、メディアを通して河北町のＰＲに

もつながったのではないかと思っております。 

   あわせて、公的な大会ではございませんが

高校生自身が生徒目線でリアルな学校の魅力

を発信しつつ、主体的な活動ができる場の創

出を目的として、2021年から全国の高等学校

を対象に開催されている動画コンテスト、Ｙ

ｏｕ Ｔｕｂｅ甲子園で今年春に開催されま

したＹｏｕ Ｔｕｂｅ甲子園2023春の大会で

は、全国65校、165チームがエントリー、谷地

高等学校もメディア探究部の生徒を中心に動

画を作成し、エントリーした結果、表彰につ

いては、金賞１チーム、銀賞２チーム、銅賞

３チームと設定されている中、谷地高等学校

のエントリー作品が見事、銀賞を受賞いたし

ました。 

   内容については、校長先生をはじめ学校の

先生が多く出演されており、先生自身が早歩

き鬼ごっこを行いながら、生徒が先生に谷地

高等学校のＰＲクイズを行う約16分間の動画

で、生徒と先生の関係が非常に良好だと感じ

るものでありました。詳しくは、Ｙｏｕ Ｔ

ｕｂｅ甲子園2023谷地高校とウェブで検索し

ていただくとご覧いただけます。 

   ほかにも、第70回ＮＨＫ杯全国高校放送コ

ンテストに出場されたり、国際ソロプチミス

トアメリカ北リジョンが主催するガールズサ

ミットに、北海道・東北地区の推薦を受け参

加されたりと、様々な場面で谷地高等学校の

生徒さんが活躍されております。 

   また、７月31日に開催されました谷地高等

学校のオープンキャンパスには、西村山郡区

の各中学校をはじめ中山町、東根市、村山市

から合計144名と昨年より多くの中学３年生

が谷地高等学校に訪れ、来校された中学生は、

谷地高等学校を実際に見て感じたことと思い

ます。 

   先般、臨時議会で可決され、谷地高等学校

及び河北中学校のカヌー練習場である最上川

グリーンパークカヌー練習場の整備を行うこ

とも決まり、町としても、カヌー競技に対し

支援をしていることは大変うれしく感じてお

りますが、現在、町内での練習環境が整って

いない中では、先ほども申し上げましたイン

ターハイでの活躍が、かえってこれから行わ

れる国体やスプリント競技会でのプレッシャ

ーにならないか少し心配しております。 
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   また、月山湖において練習を行っている状

況ではございますが、月山湖への移動に対す

る金銭的な負担も大きいようです。 

   そのような中において、引き続きさらなる

支援を行いつつ、オープンキャンパスに訪れ

た中学生をはじめ中学３年生の受験者には、

谷地高等学校の活躍と魅力をＰＲすることに

より、谷地高等学校のイメージが固まり、こ

れまで以上に選ばれる選択肢の一つにはなる

のではないでしょうか。 

   そこで、質問要旨の１として、先般、山形

新聞にも掲載はされましたが、カヌー練習場

の整備のほかに、今後、町として谷地高等学

校に様々な支援を行う計画をお聞きしており

ますが、具体的な支援の内容をお伺いしたく、

また、６月の定例会でもお伺いしましたが、

成績上位者やカヌー競技者の成績優秀者に対

する河北町役場への就職枠のような設定を設

けることは可能なのかをお伺いさせていただ

きます。 

   私個人的には設けていただきたいのですが、

いかがでしょうか。 

   続きまして、町として自治体ＤＸ、いわゆ

るデジタル・トランス・フォーメーションの

取組について２点お伺いさせていただきます。 

   質問要旨の１点ですが、ＤＸを推進する上

でマイナンバーカードの普及向上が欠かせな

いと思いますが、７月31日時点での山形県全

体の普及率は74.7％に対して、河北町は人口

１万7,322人のうち、1万2,726人が保有、

73.5％と県の普及率より若干下回っておりま

す。 

   ちなみに山形県で一番普及している自治体

については西川町で、人口4,775人に対して

4,137人の保有、86.6％と全国でも普及率は上

位に位置しており、マイナンバーカードの普

及とともに西川町のデジタル化も進んでおり

ます。 

   人口規模や環境が違うため、一概に西川町

との単純比較はできませんが、マイナンバー

カードの保有は義務でない中、一人一人がマ

イナンバーカードを正確に理解し、持つ、持

たないの選択肢を自分の意思で行うことが理

想であり、先ほど申し上げた河北町の人口に

対し、保有していない方は７月31日時点で

4,596名、現時点での人数に若干変動あるかと

思いますが、この約4,500名の方にＰＲをし、

少しでも多くの方にマイナンバーカードを保

有いただくことが国のデジタル庁でも目指し

ている。誰一人取り残されない、人に優しい

デジタル化を河北町でも実現できるのではな

いでしょうか。 

   先ほど申し上げました一人一人がマイナン

バーカードを正しく理解し、持つ持たない選

択肢を自分の意思で行うことが理想かと思い

ますが、今後の町の取組として、べに花温泉

ひなの湯での申請を可能にしたり、職員の方

がマイナンバーカードをまだ申請していない

方から直接連絡をいただいた場合には、連絡

をいただいた方のご自宅に伺い直接申請でき

るなどの対応を実施予定していると伺ってお

ります。 

   ちなみに普及率が高い西川町では１軒１軒

伺い、マイナンバーカードの説明や期間を設

定し、町内全公民館で申請対応を実施、また

地元郵便局の４局と提携し申請窓口を増やし

たり、また、山形県の市の中で普及率が一番

高い長井市では、長井市の全職員の方が、申

請がまだの方からの連絡の有無に限らず、申

請を行っていない方の自宅に直接訪問、マイ

ナンバーカードの説明を行いながら、申請希

望の場合はその場で申請を行ったり、西置賜

郡区内の町と連携し、長井市、白鷹町、飯豊

町、小国町の１市３町のどの道の駅でも、長

井市、白鷹町、飯豊町、小国町の方がマイナ

ンバーカードの申請を可能にしたりと、普及
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率の高いところは申請窓口を身近に多く設け

ている対応を行っている印象があります。 

   また、河北町内の一部の地区で比較的町民

人口が多く住んでいるにもかかわらず、普及

率が90％を超えている地区もあるようです。 

   そこで質問要旨の２として、マイナンバー

カードの申請に関し、対応する施策に対して

普及率が上がらない場合、西川町や長井市の

ような申請窓口を増やすような対応を考慮い

ただくことは可能なのか、もしくは90％超え

ている地区を参考にした対応を行うことは可

能なのかをお伺いします。 

   質問要旨３となりますが、マイナンバーカ

ードの普及に関し、国の方針でもありますが、

令和８年４月に稼働予定されている地方公共

団体の機関、業務システムの統一化標準化に

おいて、現在、移行準備期間かと思われます

が、河北町についても組織化を含め準備段階

と伺っております。 

   一方、県内ほか自治体では、徐々にデジタ

ル化を導入し、行政サービスの向上に努めて

いる状況が山形新聞に掲載、取組が伝えられ

ております。我が町では、行政サービスが大

きく変革、住民サービスが向上されると思わ

れる基幹業務システム統一標準化に合わせて

計画しているとお聞きしております。 

   そのような中において、稼働までは少しま

だ先ではございますが、町としての現段階の

状況、今後の組織化としての動きなど、決定

している部分で構いませんので進捗や計画状

況をお伺いしたいと思います。 

   以上、再質問を留保し、質問とさせていた

だきます。 

○丹野貞子議長 11番奥山英幸議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 11番奥山英幸議員の一般質問に

お答えいたします。 

   最初に、山形県立谷地高等学校への町とし

ての支援体制についてお答えいたします。 

   １点目の山形県立谷地高等学校の1学年定

数80名を維持するための支援計画について伺

う、この点について申し上げます。 

   町では、これまでも谷地高等学校に対し、

県立谷地高等学校後援会支援事業費補助金と

して50万円を交付してきております。 

   補助対象としては、地域の伝統文化に触れ

郷土愛を高める教育活動を支援する事業、地

域に貢献する教育活動を支援する事業、土日、

祝日の生徒の通学に係るバス運行経費を支援

する事業であります。 

   令和５年度の新入生が定員を大きく下回る

36人になったことを受け、町といたしまして

も、谷地高等学校と連携しながら町内唯一の

高等学校である谷地高存続に向けた支援の強

化を検討してきたところであります。 

   平成26年に策定された県立高校再編整備基

本計画では、１学年当たり２学級の学校の入

学者が、２年連続して入学定員の３分の２に

満たない場合は、入学定員を１学級減ずるこ

ととされており、来年度の入学者が定員の３

分の２、つまり54人に満たない場合、令和７

年度からの募集定員は40人の１学級となると、

そういった基準になっております。 

   谷地高校が魅力ある学校、生徒の充実した

活動が行われる学校であるためには、存続も

さることながら、２学級を維持することが重

要な条件であると考えております。そのため、

当面必要と考えられる支援策を取りまとめ、

この９月補正予算を編成したところでありま

す。 

   具体的に申し上げますと、令和４年度より

高校入学者に対し、これは谷地高生に限らず

でありますけれども、町から５万円を支給し

ておりますが、来年度から新たにこれは町外

を問わず谷地高に入学する者及び在籍する在
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校生に対する就学支援として、谷地高生就学

応援券給付事業として１年生に３万円相当、

２年生、３年生にそれぞれ１万円相当の支援

をしたいと考えており、この応援券給付事業

では、電子決済を用いて町内で使っていただ

ける応援券を想定しております。 

   また、谷地高生の通学費用の負担軽減を図

るため、山交バスが発行する通学定期券の購

入者に対して、今年10月から支援をしたいと

考えております。 

   さらに、谷地高生の、あくまでも希望者と

いうことになりますけれども、希望者からの

注文を受けて700円相当の弁当の配達を行い、

町からそのうち400円分を助成する楽弁支援

事業を今年10月から実施したいと考えており

ます。 

   この事業については、ひなの湯の湯楽亭の

弁当で対応する予定としておりまして、谷地

高生の保護者に対するアンケートを実施いた

しましたところ、回答者の中では、約９割の

保護者から利用したいと、そういった回答も

頂戴しております。 

   こうした経済的支援に加えまして入学後の

学習面のサポートとして、高校卒業後の希望

に沿った進学等につなげるため、来年度から

谷地高生学力向上サポート事業として、学習

アプリを利用し、各自の能力に合わせて学力

向上が図られるよう学習アプリの利用料を支

援していきたいと考えております。 

   もとより、多くの中学生から谷地高に志願

していただくためには、これらの支援以上に

谷地高校の魅力を発信することが重要であり

ます。 

   そのため、現在、谷地高ニュースを８月号

から定期的に作成し、町内小中学校や各地区

センター等に掲示するなど谷地高校の情報発

信をしているところでありますが、新たにホ

ームページやＳＮＳ等を活用し、谷地高の魅

力発信を専門的に行う魅力発信コーディネー

ターの配置も行いたいと考えております。 

   さらに、町全体で谷地高校を支援すべく、

仮称ではございますが、谷地高等学校を支援

する会の設立に向けて準備を進めたいと考え

ております。 

   オール河北で谷地高校、谷地高校後援会と

連携、協働しながら地域の幅広い方々、さら

には地域外の谷地高を応援していただく方も

含め、また、企業にも参加いただき地元の高

校を継続的に応援していく体制をつくってい

ければと考えております。 

   なお、ご質問の谷地高等学校の成績優秀者

に対する役場職員の就職枠の設定というご意

見でございますが、公平な受験機会の確保、

公正な選考、これが公務員の採用には求めら

れる原則であります。 

   そういった観点から、谷地高等学校生を優

先しての採用は難しいと考えますが、多くの

優秀な人材に受験していただけるよう谷地高

からのインターンシップの受入れなど、学校

側の意見も踏まえながら検討してまいりたい

と考えております。 

   次に、町としてのＤＸへの取組についてお

答えいたします。 

   １点目、マイナンバーカード普及に関する

取組について申し上げます。 

   マイナンバーカードは、住民基本台帳カー

ドの発行終了に伴い、平成28年１月から発行

が開始されました。 

   マイナンバーカードの普及につきましては、

2024年秋に現在の健康保険証を廃止し、マイ

ナンバーカードと一体化したマイナ保険証に

一本化するとの国の方針を受け、令和４年度

から普及促進を加速してまいりました。 

   令和４年度からは、４月からマイナンバー

カード申請事務担当の会計年度任用職員を１

名雇用し、令和５年１月に１名、２月に１名
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と会計年度任用職員を増員し、申請受付業務

に対応してまいりました。 

   現在は、職員と会計年度任用職員２名でこ

の業務を行っております。 

   町におけるこれまでの取組といたしまして、

県が主催してのイオンモール天童での休日申

請窓口、役場庁舎では毎週月曜日の延長窓口

のほかに木曜日の延長窓口、休日の臨時窓口、

各地区センターでの出張窓口、さらには３人

以上であればどこにでも伺う出張受付等を行

ってまいりました。 

   また、令和４年度は国から委託を受け、郵

便局や大手携帯電話会社でもマイナンバーカ

ードの申請ができるようになったため、本町

でも下槙簡易郵便局を除く全ての郵便局と大

手携帯電話会社が、べに花温泉ひなの湯のロ

ビーをお借りし、申請受付業務を行ったとこ

ろであります。 

   さらには、マイナンバーカードを持ってい

る方だけが応募し、抽せんで商品券や地場産

品が当たる取得促進キャンペーンを行ったと

ころであります。 

   今年度はマイナポイントの申請ができるマ

イナンバーカードの申請期限、これが令和５

年２月で終了したことから、駆け込み申請が

多かったわけですが、申請をしても取りに来

られない方が約1,400名いらっしゃったこと

から、受取期限を過ぎた約700名の方々には、

受け取りの勧奨文書を、促す文書をお送りい

たしまして月曜日と木曜日の延長窓口と休日

の臨時窓口で対応してまいりました。現在は

木曜日の延長窓口と休日の臨時窓口は行って

おりませんが、新たにこの４月から河北町べ

に花の里振興公社に委託し、べに花温泉ひな

の湯でも申請の受付けを行っております。 

   また、マイナンバーカード未申請者の方で

住所を異動して介護施設等に入居している方

以外の約3,800名の方に、サポート事業として

ひなの湯で申請ができること、職員がご自宅

へお伺いし申請できることを記載したチラシ

をこの８月23日にお送りし、申請率の向上を

図っているところであります。 

   今後は、施設等に入居されている方に対し

ましては、施設側と相談しながら対応を進め

てまいりたいと考えております。 

   マイナンバーカードの申請に関して、町で

対応する施策に対して普及率が上がらない場

合、申請窓口を増やす対応は可能なのか、も

しくは90％を超えている地区を参考にした対

応を行うことは可能なのかとのご質問をいた

だきました。 

   マイナンバーカードは、各種手続における

マイナンバーカードの確認、オンラインでの

本人確認の手段として用いられるほか、健康

保険証としての利用、マイナポータルを通し

てオンラインによる転出届の提出、転入や転

居届提出のための来庁予定の申請ができるな

ど、国民生活の利便性の向上に資するもので

ありますので、できるだけ多くの皆様に申請

いただきたいと考えておりますが、申請は任

意でございます。十分な理解の下で取得して

いただけるよう対応しているところであり、

今後ともそのように対応していきたいという

ふうに考えております。 

   町内でも比較的人口が多い地区で申請率が

90％を超えている地区があるが、普及率が高

い要因は何かというご質問をいただきました。 

   ご質問の申請率が90％を超えている地区、

２地区ございます。参考までに、区長さんに

特段の取組があるのかということも確認させ

ていただいておりますけれども、特段の取組

はやっていないということであります。 

   地区ごとのこの年代別の割合で見ますと、

普及率が高い地区は、75歳以上の高齢者の割

合が低いなど、そういった特定の傾向はあり

ません。年齢層によって高いとか低いとか、
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そういった傾向もなかなか見られず、地区ご

との普及率は、地区に住んでいる個人のマイ

ナンバーカードについての理解、必要性、地

区内でのコミュニケーション、年齢層、世帯

構成など複合的に影響していると捉えており

ます。これが要因で高いんだというような明

確な分析はできておりません。 

   ２点目の今後の自治体ＤＸ導入に伴う町と

しての対応、組織力の向上について伺う、こ

の点について申し上げます。 

   現在、町では、デジタルトランスフォーメ

ーション、いわゆるＤＸの推進に向けて総合

政策ＤＸ推進係を中心に、町のＤＸ推進方針

の策定を進めております。 

   自治体ＤＸを推進する目的は、住民の利便

性の向上、そして業務の効率化と認識してお

ります。ＤＸの推進に当たっては、デジタル

化やＤＸの推進自体が目的化することがない

よう、ＤＸに関する正しい認識を共有した上

で、職員一丸となって取り組んでいく必要が

あると考えております。 

   そこで、この方針でございますけれども、

河北町なりのＤＸの定義やＤＸが必要とされ

る背景、具体的な取組の方向性、町の推進体

制、目指すべきデジタル人材像等について盛

り込むべく検討を進めております。 

   また、今年度はＤＸに関する基礎的な知識

の認識の共有と意識の醸成を目的といたしま

して、全職員を対象としたｅラーニング研修

を実施したほか、８月には有志の職員による

ＤＸ推進チームを結成し、現在、事務局が作

成したＤＸ推進の方針案について、チームに

よる検討を進めております。今後、引き続き

この方針の策定を進めますとともに、方針に

沿った具体的な施策について洗い出しを行う

こととしております。 

   同時に、国の自治体ＤＸ推進計画に掲げら

れている重点取組事項である自治体情報シス

テムの標準化、共通化やマイナンバーカード

の普及促進、ＲＰＡ、いわゆる作業の自動化

の推進、テレワークの推進など必要な取組を

進めているところであります。 

   なお、自治体情報システムの標準化、共通

化につきましては、町の基幹業務を国の標準

仕様書に基づき国が用意する全国規模のクラ

ウド基盤、ガバメントクラウド上に移行する

ものであります。 

   現在、町では国が示している令和７年度末

までの移行を目指し、部局横断的なプロジェ

クトチームを結成して取り組んでいるところ

であります。 

   この取組は、システム調達へのコスト削減

や人的資源の再配分による行政サービスの向

上、抜本的な業務フローの見直しによる行政

運営の効率化などを目的としており、移行後、

すぐに行政サービスが劇的に変化するという

ものではございませんが、しかしながら、将

来的には標準化対象システムと国のマイナポ

ータルぴったりサービス、この連携によりま

して来庁することなく可能な行政手続が増え

るなど、住民の利便性が大きく向上するもの

と認識しております。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「11番奥山英幸議員」 

○11番（奥山英幸議員） ご答弁ありがとうござ

います。 

   谷地高等学校への経済的な支援を含めＳＮ

Ｓを活用した積極的なＰＲ活動の支援をいた

だけるとのことで、これまで以上に多くの中

学校の受験者より選択いただけるのではない

かと考えております。 

   ただ、高等学校への進学については、経済

的支援や学校の魅力の発信も非常に重要かと

は思われますが、高等学校へ進学することに
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よりその先の大学や専門学校への進学、また

は希望する企業への就職が容易になる、自身

の将来の夢がかなえられる可能性があるとい

うことを中学生受験者から思われることも重

要かと考えております。 

   私自身も高等学校への進学時はそう考えま

したし、私の子供でありますが谷地高等学校

へ進学して卒業いたしました。子供自身、谷

地高等学校卒業後の進路、重要視して選んだ

ということでちょっと話を聞きました。 

   産学官連携を担っている谷地高等学校の生

徒さんについても活動を通しながら、もしか

すると河北町にとどまって町の発展に寄与し

たいと考えている生徒さんや町内企業に就職

を希望する生徒さんがおられる可能性もある

かと思います。 

   また、スポーツ競技でよくあることで、部

活動指導者である学校の先生が、部の強豪校

に育てて導いたのに異動して退任などでその

学校から去ってしまうと、途端にその競技が

弱体化につながることはよくあることですが、

谷地高等学校のカヌー競技についても強豪校

として認知されておりますので、継続的な競

技の強化の観点からも、谷地高等学校でのカ

ヌー競技の指導者を体験、経験した学生が、

河北町にとどまり指導を行うことも必要では

ないかと思い先ほど質問させていただきまし

た。 

   それで、再質問を２点させていただきたい

と思います。 

   １点目は、公平公正な観点から優先して採

用は難しいと理解をさせていただきましたが、

答弁の中にもありましたインターンシップの

受入れについて、いわゆる職場体験というこ

とについて、これまで谷地高等学校の学生対

象には行っておりましたでしょうか。行って

いた場合、昨年は何名くらいの受入れをされ

ていたか、お聞きしたいと思います。 

   もう１点は、町内企業への就職希望者に対

して、企業の都合もあるかと思いますが、企

業と谷地高等学校をつなぐ連携調整のような

パイプ役、いわゆるそういった役割を担うよ

うなことは可能なのかどうかをお聞きしたい

と思います。 

○丹野貞子議長 「須藤防災・危機管理監兼総務

課長」 

○須藤俊一防災・危機管理監兼総務課長 谷地高

校生に関わるインターンシップの実習生の受

入れといいますか、そういった近年の受入態

勢は行っていない状況のようです。 

   そうしたことでありますけれども、先ほど

町長の答弁にもありましたように、学校側の

意見も踏まえた中での今後の取組というよう

なことになりますけれども、やはり今後の進

学あるいは進路、将来の夢というような観点

で、やはり役場の職場の雰囲気というものも

知っていただく機会というものは大事なもの

かと思いますので、その辺、学校側のほうと

も少し意見交換しながら、今後、どう取り組

むかという部分についてはちょっと考えさせ

ていただければなと思います。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 役場職員としての採用というこ

とについては、先ほど答弁で申し上げました

とおりであります。 

   いずれにしましても、谷地高校生が、役場

も含めて町内で働き、あるいは進学後も戻っ

てきて町内で活躍される、地域のための大き

な人材になっていくということは、私も大い

に期待しているところですし、そのために今

回の議会で提示させていただいている支援策

もお願いしているところであります。 

   そういう中で、先ほど谷地高を支援する会

の設立も進めていきたいんだというようなこ

とを申し上げましたけれども、やはりここは

谷地高後援会関係者のみならず、広く個人、
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企業も含めて支援する会のメンバー、会員と

して入っていただき、継続的に谷地高を支援

する体制、大きな推進力となる組織に成長、

力が発揮できる会になっていければいいなと。

産学官連携の取組に対する支援もそうですけ

れども、そういった町内企業への就職という

ことも含めて民間サイドからの谷地高支援と

して機能する、そういった支援する会という

ことも考えているところです。 

   私、就任以来、谷地高の校長先生と河北中

の校長先生、あと教育長と私と４者で毎年、

谷地高の魅力づくりについてということで意

見交換させていただいておりますけれども、

その中で谷地高側からも進学先、あと就職先

として公務部門への就職、福祉部門への就職、

そういった一つの谷地高の人材育成としての

強みをどこに持った教育をやっていくのかと

いうようなことで議論させていただいており

ます。 

   そういう中でインターンシップも大きなこ

れからの課題になってまいりますけれども、

谷地高側からは、先輩公務員の、あるいは先

輩介護、あるいは福祉の現場で働いている

方々の活躍であるとか、そういったお話なん

かも聞かれる、そういったこともいろいろ進

められればというようなことも意見交換させ

ていただきます。 

   いろんな形で町内にある、そして、地元で

活躍できる場がどういったものがあるのか、

そういった理解を深める、そういったことで

支援する会の設立も通しながら谷地高側と一

緒に考えていきたいというふうに思っており

ます。 

○丹野貞子議長 「11番奥山英幸議員」 

○11番（奥山英幸議員） やはり私もインターン

シップはすごく重要なことなのかなあという

ふうに考えておりまして、今までも受け入れ

ている実績がないということでありましたが、

高校側の都合もございますでしょうから、こ

ちらから積極的にというわけにもいかないで

しょうが、ぜひインターンシップの受入れは、

もし希望されれば、できるだけ希望の生徒さ

ん、全て受け入れていただいて役場職員の方

の人柄だとか、仕事の状況とかを肌で感じて

いただいて、もしそれが町のほうの発展に寄

与できるようなことにつながればいいなあと

いうふうに考えておりますので、そういった

活動をぜひ積極的に推し進めていただくよう

であれば、お願いしたいなと思っております。 

   続いてもう一つ再質問をさせていただきた

いと思っております。 

   先ほど自治体ＤＸに関する質問について、

マイナンバーカードの普及に関してですが、

様々な普及活動を行っていたことは理解いた

しました。 

   普及率が90％を超えている地区についても、

特に特別に行っていないということでちょっ

と意外ではありましたが、やはりいろいろ考

え方、マイナンバーカードに対する対応、今

後の見通し、それで人それぞれ理解してたま

たま90％になったという形なのかなあという

ことで理解いたしました。ちょっと特別なこ

とを行っていないということは、かなり意外

でした。 

   町民の方一人一人の理解を促す活動も積極

的に行っているということで、職員の皆様に

おかれましては改めてお礼申し上げます。 

   また、自治体ＤＸ導入に関しても様々な研

修や組織化を図っていることは理解いたしま

した。 

   私自身の考えでありますが、自治体ＤＸを

推進することで役場職員の方の業務効率が進

み、それが職員の方自身の業務負担を軽減、

それに伴って多岐にわたる業務のマンパワー

不足のカバー、そのことが各種行政サービス

の利便性につながるのではないかと考えてお
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ります。 

   そこで再質問ですが、マイナンバー普及に

関する現段階の課題としましては、引取りが

まだの方への対応と施設へ入居されている方

への対応が課題と思いましたが、課題に関す

る対応方法など現時点でどのような方向で進

めていくのか、分かる範囲で教えていただけ

ればと思います。 

○丹野貞子議長 「今部税務町民課長」 

○今部賢治税務町民課長 初めに、施設にいらっ

しゃる方への対応でございますが、先ほど町

長答弁にもございましたように、住所を異動

しないで施設に入っている方を除いたマイナ

ンバーカード、いわゆる持っていない方、

3,800名に対しましては、先ほど町長答弁にあ

りましたように、ひなの湯での申請を行って

いることと、あと、もし必要であれば、１人

でもうちの職員が訪問して申請受付をお手伝

いするということでチラシを配布したところ

でございます。 

   施設に入っている方への今後の対応ですけ

れども、施設管理者側とのお話合いになるん

ですけれども、入っておられる方が果たして

個人で自分でこの暗証番号のほうの認識がで

きるのかというのが課題になってきますので、

まだ国からどういう方針でできるようになる

のか示されておりませんので、そのことも加

味しながらそこの部分が課題かなと思ってる

ところでございます。 

○丹野貞子議長 「11番奥山英幸議員」 

○11番（奥山英幸議員） ありがとうございます。 

   やはりＤＸを推進する上でもマイナンバー

カードは欠かせない。ただ、やはり義務では

ないという観点から、なるべくできるだけ申

請いただくようなご対応を行っていただき、

もし今回のひなの湯での申請とか、まだ未申

請の方から連絡いただいてということで申請

をいただくことについても、もし、普及率が

思ったほど高まらなかった場合は、また別な

角度から何か普及率を高めていくような施策

をちょっと考えていただければなあと思って

います。 

   もう１点、ちょっとお聞きしたいことがご

ざいます。先ほど答弁にもございましたＤＸ

推進チームの結成ということで、ＤＸ推進チ

ームについては、今後のスムーズな導入、進

捗について大変大きな影響があるかと思いま

す。 

   これについて何名の方が、職員の方かと思

うんですが、関わっているのか、またその中

でも専門的な知識が必要かと思うんですが、

どのような方が携わっているのか、分かれば

教えていただければと思います。 

○丹野貞子議長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野隆博政策推進監兼企画財政課長 ＤＸ推進

チームにつきましては、職員から８名で編成

しております。職員個人個人でですが、ＤＸ

に非常に興味のある職員、あとは担当してい

る者でＤＸにすぐ携われるというか、そうい

ったものに関係しているような職員が、今８

名でやっているというような状況であります。 

○丹野貞子議長 「今部税務町民課長」 

○今部賢治税務町民課長 申し訳ありません。先

ほど、取りに来られない方へのご質問があっ

たので、そこの部分を申し上げます。 

   先ほど町長答弁にもございましたが、マイ

ナンバーカードができますと、できました、

取りに来てくださいということで大体３か月

間の期間を設けております。このたび、３か

月を過ぎても取りに来られない方、700名の方

に対して勧奨文書をお送りして、取りに来て

くださいということで促したところでござい

ます。1,400名、在庫、うちのほうで抱えて手

元にあったわけですけれども、現在、400枚強

に減ってきておりますので、十分効果があっ
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たのかなと思っているところです。 

○丹野貞子議長 「11番奥山英幸議員」 

○11番（奥山英幸議員） ありがとうございます。 

   マイナンバーカードの引取りについては

400名ということで大分減ってきているのか

なという感じはありますので、引き続き答え

をいただければと思います。 

   また、ＤＸについても８名ということで興

味がある、好きな方が集まってということで、

やはり私としては、そういうところの出発点

がすごく大切かなと考えております。 

   その中で、例えば機密事項にも関わってい

ることになりますので、例えば専門的な知識、

または第三者が携わらなくてもいいのかなと

いう感じもあるんですが、第三者を招いて入

れて推進していくという考えはおありでしょ

うか。 

○丹野貞子議長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野隆博政策推進監兼企画財政課長 今回編成

しましたＤＸ推進チームにつきましては、今

現在、国のほうで進めているＤＸについて全

国で様々な取組が行われておりますので、そ

ういった事例が毎月のように国のほうから資

料としてうちの課に送られてきます。そうい

ったものを見て町で取り組めるようなもの、

町にとって有効なものがあるのではないかと

いうことで、そういったものを見てちょっと

勉強しているというようなことであります。 

   第三者を入れたＤＸ推進体制につきまして

は別途、また、第三者を県とか国のほうでも

無償でというのか、派遣してくれるような制

度もございますので、そういったものを使っ

て、また別の組織的な推進体制としてはつく

っていきたいなというふうには考えていると

ころでございます。 

○丹野貞子議長 「11番奥山英幸議員」 

○11番（奥山英幸議員） 結構機密体制保持に関

わることになるかとも思いますので、そうい

った精通した方も必要じゃないかと思います

ので、チームで検討して、もしそういったこ

とも必要であれば、積極的に取り入れるとい

うこともお願いできたらなと思っております。 

   ちなみにその８名の方というのは、通常業

務とは違う状況で対応されているということ

でよろしいですか。 

○丹野貞子議長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野隆博政策推進監兼企画財政課長 推進チー

ムに入っている職員、それぞれの業務を持っ

ておりますので、それの空いている時間を利

用して推進についていろんな協議をしてもら

っていると。特に集まらないで今はオンライ

ンでもできる状況でありますので、そういっ

たものを有効に利用しているというような状

況であります。 

○丹野貞子議長 「11番奥山英幸議員」 

○11番（奥山英幸議員） ありがとうございます。 

   以上、私の一般質問とさせていただきます。 

○丹野貞子議長 以上で11番奥山英幸議員の一般

質問を終わります。 

   ここで昼食のため、午後１時まで休憩しま

す。 

     休 憩  午前１１時４５分 

     再 開  午後 １時００分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   一般質問を続けます。 

   次に、３番安孫子真弥議員の一般質問を行

います。 

   「３番安孫子真弥議員」 

○３番（安孫子真弥議員） それでは、一般質問

を始めさせていただきます。 

   初めに、質問事項１、谷地どんが祭りの存

続について。 

   谷地どんが祭りは、江戸時代から続く伝統

文化であり、河北町を代表するお祭りではあ
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りますが、近年、物価、光熱費の高騰や人手

不足によってその存続が危ぶまれております。 

   そこで、質問要旨１、今の時代に合った資

金調達方法を協議する場を設けられないか。

ほかのお祭りでは、有料観覧席を設けたり周

辺の市町村から企業協賛を募ったり、または

クラウドファンディングを活用したりと様々

な方法を駆使して資金調達を行っているとこ

ろです。 

   谷地どんが祭りは重要な観光資源であると

同時に、稼げるイベントとしてのポテンシャ

ルがあるのに、現状は、地元の人が使命感の

下に協力をするけれど、半分ボランティアの

ような状態になっていると感じております。 

   現代の働き盛りの世代は低賃金で多忙のた

め余裕がなく、お祭りに協力できる人が少な

くなっており、このまま何も手を打たないと、

気づいたときにはどうしようもない状況に陥

ると考えております。 

   しかし、現在の実行委員会ではそういった

手法があることを知っていても、実際どうす

ればよいか分からないのが現状だと思います。 

   そこで、町がリードして今の時代に合った

資金調達方法を協議する場を設けられないか、

お聞きします。 

   続きまして、質問事項２、イベント支援事

業の拡充について。 

   先月、かほく地域創造青年会議による一夜

限りのかほくうまいもの横丁がありました。

コロナ禍が明け、また、役場駐車場が整備さ

れコロナ禍前の活気が戻ってきたように感じ

ました。 

   私もかほく地域創造青年会議の一員として

ずっと準備をしてきたので、今回の成功に一

安心しているところです。しかし、かほく地

域創造青年会議の中では、今回の開催は危ぶ

まれておりました。それは資金不足が顕著だ

ったためです。 

   本町ではイベント活動支援事業として補助

金が２種類ありますが大規模なイベントには

適さないものとなっております。また、この

補助金は、イベントの自走を目的としており、

補助金頼りの計画は不適切と考えております。 

   そこで、質問要旨１、新たな仕組みの制度

を設けられないか。 

   現状の協働のまちづくり活動支援事業、新

しいまつり支援事業では、カバーできないイ

ベントにも対応できるよう新たな仕組みの制

度が必要と考えております。 

   屋外で開催する大規模なイベントは、天候

不順によって予想より客足が遠のいた場合、

大幅な赤字となる可能性があります。そのた

め、需要があっても規模を抑えなければなり

ません。そのような場合の補填ができるよう

に補助額の上限を増やす必要があります。 

   また、このようなイベントでは、利益が出

た場合は何％かを町に還元するといった形を

取ると、活動団体と町がウィンウィンな関係

になると考えております。本町においてこの

ように新たな仕組みの制度を設けられないか、

お聞かせください。 

   以上、再質問を留保して質問を終わります。 

○丹野貞子議長 ３番安孫子真弥議員の一般質問

に対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ３番安孫子真弥議員の一般質問

にお答えいたします。 

   最初に、谷地どんが祭りの存続についてお

答えいたします。 

   １点目、今の時代に合った資金調達方法を

協議する場を設けられないかについて申し上

げます。 

   今年度、４年ぶりに谷地どんが祭りが９月

16日から18日まで３日間、開催されることと

なっております。 

   今回は中部地区が当番を務め、各町内会で
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趣向を凝らした４台の囃子屋台が３日間、主

に谷地地内を巡演いたします。また、谷地奴

は初日と２日目に主に当番地区を練り歩き、

谷地八幡宮例大祭の神輿環御の際には先頭で

露払いを努めることとなっております。さら

に、最終日の夜には会場をこれまでのどんが

ホールから役場新庁舎南側駐車場に移し、奴

と囃子屋台が集まり華やかな競演を繰り広げ

る予定でございます。 

   谷地どんが祭りは、河北町観光協会をはじ

め商工会、区長会、谷地八幡宮氏子会、祭り

青年協議会など、町内の様々な関係団体によ

り構成される谷地どんが祭り実行委員会が主

催しております。 

   その経費につきましては、町から観光協会

を通しての補助金や露店出店者からの負担金

などを財源としております。 

   ３番議員のおっしゃるように、有料観覧席

の設置やクラウドファンディングの活用など

による財源の確保は、ほかの祭りやイベント

でも行われており、今後、こういった様々な

資金調達方法について、谷地どんが祭り実行

委員会において協議・検討が必要と考えてお

ります。 

   あわせて、資金調達のみでなく、人員確保

についても各地区の状況を聞き取りした上で、

例えば県内各大学や谷地高校との連携、さら

には広く祭りに関心を持っていただける方に

祭りへの参加を呼びかけることなど、どんが

祭り関係者のご意見をいただければと考えて

おります。 

   なお、谷地地区以外の地区においても様々

なお祭りが開催され、これらは全て自己財源

で実施、継続されております。資金調達につ

いて十分な検討が必要であると考えておりま

す。 

   また、谷地どんが祭り実行委員会における

検討に加えまして、囃子屋台への企業看板の

設置などによる資金調達など、それぞれの町

内会において今後、検討を深めていくことも

重要であると考えております。 

   次に、イベント支援事業の拡充について申

し上げます。 

   １点目のイベントの実情に即した新たな仕

組みの支援制度を設けられないか、この点に

ついて申し上げます。 

   現在、町で行っているイベント等への支援

制度といたしまして、協働のまちづくり活動

支援事業、そして新しいまつり支援事業、こ

の２つがあります。 

   協働のまちづくり活動支援事業は、平成21

年度から実施している事業で、町内における

活動団体等が独自に、または他の団体等と協

働で行うまちづくり活動を実施する経費に対

して町が補助するものです。最大25万円、事

業の５分の４、すなわち８割の補助を行って

おり、同一の事業については３年間までとし

ております。 

   対象は、地域の公共的な課題の解決に向け

て活動の拡大や新たに取り組む事業であって、

地域住民の取組の広がりと地域の活性化につ

ながることが期待されるものであります。 

   もう一つの新しいまつり支援事業につきま

しては、協働のまちづくりから継続する事業

として平成29年度から実施しており、町内に

おける活動団体等が独自に、または、他の団

体等と協働で地域の資源を生かし、地域振興、

まちの活性化及び観光振興等を目的とした新

しいまつりを実施する経費に対し、最大15万

円の補助を行っております。 

   いずれの支援事業におきましても、審査会

において申請者から直接事業の説明をしてい

ただき、支援の可否を決定しております。 

   これまで、協働のまちづくり活動支援事業

では、平成21年度から令和４年度の14年間で

延べ30団体、71の事業に対しておよそ1,400
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万円、新しいまつり支援事業では、平成29年

度から令和４年度の９年間で延べ７団体、20

の事業に対しておよそ270万円を補助金とし

て交付し、町民目線での地域課題の解決や地

域コミュニティーの維持に寄与しているもの

と認識しております。 

   これら町の補助金の考え方としましては、

議員がご指摘のとおり、補助金に頼らず、自

主的な財源調達をも含めて継続的に実施して

いく方法を模索してほしいという自走を目的

としております。 

   また、これらの補助金においては、途中で

事業が中止になった場合においても、それま

でにかかった経費については対象経費として

交付してまいりました。 

   議員ご提案のイベントの実情に即した新た

な仕組みの支援制度の創設ということにつき

ましては、既存の支援制度、これをベースと

しながらも、町としてどのような支援ができ

るのか、現在ある支援制度の検証も含め今後、

研究してまいりたいと考えております。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「３番安孫子真弥議員」 

○３番（安孫子真弥議員） ご答弁ありがとうご

ざいます。 

   まず、谷地どんが祭りの存続について再質

問させていただきます。 

   今回、当番の中部地区が出す囃子屋台は、

前回から半減してしまいました。理由は、各

町内会で様々かと思いますが、これはどんが

祭りの存続を考えた場合、ゆゆしき事態だと

考えております。これについて町としてはど

のように受け止められているのか、お伺いし

ます。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 再質問にお答えいたし

ます。 

   今年、当番地区である中部地区、いわゆる

ナカトヨ会でございますが、半減してしまっ

たということで今年は４台とお聞きいたしま

して、私自身も非常に驚き非常に残念がった

ところでございます。 

   要因といたしましては、先ほど議員おっし

ゃるとおり、物価高騰、それから人手不足と

いったところが大きな要因ということでお聞

きしたところでございますが、やはり大きな

要因としては人手不足ではないかなというふ

うに認識いたしております。 

   さらに、この３年間、新型コロナウイルス

感染症に伴いまして、３年間、期間を空けて

しまったということによりまして、祭りに対

する士気が低下しているのも、一つの要因で

はないかなというふうに認識しているところ

であります。 

   何とか今年参加されます４台の囃子屋台で

盛大に盛り上げていただいて、令和６年度以

降につなげていっていただきたいというのが

希望であります。 

   町長答弁にもございましたが、今後、３地

区の祭り青年協議会と実行委員会も含めまし

て祭りの在り方について検討をしてまいりた

いというふうに考えておるところであります。 

○丹野貞子議長 「３番安孫子真弥議員」 

○３番（安孫子真弥議員） ありがとうございま

す。 

   谷地どんが祭りは、変革しなければ続けら

れない状況になりつつあります。 

   コロナ禍が明け町民の行事に対する意識が

変わった今、このタイミングで今後を考えな

ければなりません。ぜひより多くの方で谷地

どんが祭りをどうするべきかを協議していけ

ればと思います。 

   続きまして、イベント支援事業の拡充につ

いて再質問させていただきます。 
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   まず、既存の支援事業はなぜ１団体１事業

までとしているのか。また、例えばですが、

新しいまつり支援事業の補助上限額をなぜ最

大15万円としているのか教えてください。 

○丹野貞子議長 「鈴木まちづくり推進主幹」 

○鈴木淳子まちづくり推進主幹 初めに、なぜ１

団体１事業までしているのかについてでござ

いますけれども、１団体、幾つもの事業を認

めてしまいますと、どうしても同じ団体が申

請というふうになってしまうと思われます。

公平性の観点からも、あと、より多くの団体

に活用していただきたいということから、１

団体１事業までということにしているところ

でございます。 

   また、新しいまつりの事業について、なぜ

15万円に下がるのかということについてでご

ざいますけれども、最初の３年間は協働のま

ちづくり事業ということで25万円の補助を行

っているところでございます。４年目以降に

なりますと、新しいまつりのほうにというこ

とで15万円になるわけですけれども、協働の

まちづくりの中の３年間の間で、補助金に頼

らないで自主的な財源調達ということも含め

まして継続的に実施していく方法を模索して

いただきたいということから、４年目以降、

新しいまつりにつきましては15万円というこ

とで、３年目以降、全額減額するということ

ではなく、25万円から15万円ということで10

万円の減額にはなりますが、その間、自走し

ていただきたいということで新しいまつりに

ついては考えているところでございます。以

上です。 

○丹野貞子議長 「３番安孫子真弥議員」 

○３番（安孫子真弥議員） ちなみになんですけ

れども、15万円という金額に対して何か根拠

となるものとかあれば、教えていただければ

と思います。 

○丹野貞子議長 「鈴木まちづくり推進主幹」 

○鈴木淳子まちづくり推進主幹 根拠となるもの

はございませんが、補助金規程のほうで15万

円というふうに定めているところです。 

○丹野貞子議長 「３番安孫子真弥議員」 

○３番（安孫子真弥議員） うまいもの横丁のよ

うに、大きなイベントになるほど補助額が不

足してしまい、もっと楽しく、もっと大きな

イベントをやりたくても、お金のことを考え

ると行動に制限がかかってしまいます。 

   一方、町としましては、補助額に制限があ

るのは既存の支援事業では仕方がないと理解

しております。町と活動団体、業者に利益が

あり、精力的な団体の活動が制限されること

なく、自由な発想で最大限の事業が行える環

境を整備していただけるようご検討のほどよ

ろしくお願いします。 

   以上で一般質問を終わりたいと思います。

ありがとうございました。 

○丹野貞子議長 以上で３番安孫子真弥議員の一

般質問を終わります。 

   ここで13時30分まで休憩とします。 

     休 憩  午後１時１７分 

     再 開  午後１時２９分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   一般質問を続けます。 

   次に、６番増川憲一議員の一般質問を行い

ます。 

   「６番増川憲一議員」 

○６番（増川憲一議員） ６番増川憲一、９月定

例議会一般質問を行います。 

   質問事項１、主要地方道寒河江村山線の河

北橋改良についてお伺いします。 

   近年、全国で自然災害による土砂崩れや洪

水被害、橋の崩落等が起こっています。現在

の河北橋は、最上川右岸築堤により道路整備

がされ、橋を渡り堤防道路を通り東根市内へ

の通勤やさくらんぼ東根駅を利用しての通学、

また、高速道路が開通して東根北インターチ
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ェンジを利用する普通車、大型車両や緊急車

両が橋を通り、交通量は増加傾向です。 

   幅員が狭く大型車両同士のすれ違いはサイ

ドミラーが接触しそうなこともあります。河

北橋の隣にある歩道橋から河北橋を見ると、

欄干下のコンクリートが劣化しており、コン

クリートを覆っている金属板が剥がれた状態

になっています。 

   渇水期は、最上川の中に立つ橋脚の基礎が

見えるのですが、その基礎の内部にあるはず

の鉄筋がむき出しの状態です。 

   また、河北橋の橋脚は歩道橋の橋脚よりも

細く、老朽化して崩落の危険性がないとは言

えない状態です。地域住民は不安に思ってい

ます。住民の安全な通行、安心して生活でき

る環境を確保するため、防災・減災を考える

と早期に河北橋を改良する必要があると考え

ます。 

   そこで、質問要旨１、交通量の推移を把握

しているか。 

   質問要旨２、老朽化による橋の危険性につ

いて町の認識をお伺いします。 

   質問要旨３、河北橋改良の計画的老朽化対

策について、町の考えをお伺いします。 

   再質問を留保し、一般質問を終わります。 

○丹野貞子議長 ６番増川憲一議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ６番増川憲一議員の一般質問に

お答えいたします。 

   主要地方道寒河江村山線の河北橋の改良に

ついてお答えいたします。 

   まず、１点目の交通量推移を把握している

かについて申し上げます。 

   交通量につきましては、山形県で主催して

いる東根市河北町間道路ネットワーク勉強会

で調査しております。これは朝のピーク時で

ある午前７時20分から７時50分まで30分間に

おける河北橋を通過する交通量を調査してお

ります。 

   令和４年度には、通常時として10月、11月

に、冬期間の状況については２月に実施した

ものであります。 

   調査の結果でございますけれども、令和４

年10月４日に実施した際は、河北町から東根

市に向かう車両が345台、東根市から河北町へ

来られた車両が271台の計616台。 

   令和４年11月24日に実施した際には、河北

町から東根市へ向かう車両が335台、東根市か

ら河北町へ来られた車両が288台、計563台。 

   さらに、今年の２月、冬ですけれども、２

月２日に実施した際には、河北町から東根市

に向かう車両が296台、東根市から河北町に来

られた車両が264台の計560台となっておりま

す。 

   これまでの状況を申し上げますと、令和元

年９月は623台、令和２年２月は533台、令和

２年９月は623台、令和３年２月は553台、令

和３年９月は600台、令和４年１月は517台と

なっており、若干の増減はありますが、朝の

ピーク時には１時間当たり1,000台程度の交

通量がある状況と認識しております。 

   また、令和４年の10月からは東北中央道の

無料化区間が延長され、東根北インターチェ

ンジを利用した車両の河北橋利用台数も増加

傾向をたどるのではないかと見ております。 

   今後とも、交通量の推移をしっかり把握し

ていきたいと考えております。 

   ２点目の老朽化による橋の危険性について

の町の認識について申し上げます。 

   橋梁の点検等については、平成26年度から

道路法施行規則の一部改正する省令等を受け、

近接目視による、近くによって目視するとい

うことであり、近接目視による５年サイクル

の定期点検が義務づけられております。本町

でも、町管理の道路橋の点検を行っています。 
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   ご質問いただいております河北橋について

も、管理する山形県において山形県橋梁長寿

命化修繕計画の下、点検が行われております。 

   点検結果でございますけれども、健全度に

より、１、２、３のＡ、３のＢ、４の５段階

に区分され、山形県において公表されており

ます。 

   河北橋は令和元年度に診断が行われ、健全

度の区分が２番目に低い３Ｂの早期措置段階、

構造物の機能、主として道路橋しての構造安

全性に支障が生じる可能性があり、早期に措

置を講ずべき状態と診断されております。 

   判定区分で健全度が一番低い４の緊急措置

段階の橋梁ではないことから、すぐに安全性

に支障が生じる状態ではないと考えておりま

すが、６番議員からご指摘ありましたコンク

リートや路盤、金属板の損傷、劣化、主桁で

あります鉄骨の劣化など、当町におきまして

も目視や山形県橋梁点検結果等により確認し

ており、早期に補修、修繕が必要であると認

識しております。 

   ３点目の河北橋改良の計画的老朽化につい

ての町の考えについて申し上げます。 

   ２点目のご質問でも述べさせていただきま

した県の橋梁長寿命化修繕計画において、健

全度の低い橋梁、主に判定区分が３と４と診

断された橋梁については、次回の定期点検時

までに対策を講じるとされています。 

   山形県で管理する橋の令和元年度から令和

４年度までに点検が行われた結果として、判

定区分で健全度が一番低い４の橋梁について

は、１つの橋、１橋、河北橋を含む健全度が

２番目に低い３Ｂの橋梁が81橋と多くの橋の

補修が必要となっております。 

   西村山管内におきましても、３Ｂの橋梁が

22の橋の補修が必要と診断されております。

緊急性や交通量、緊急時の輸送路になってい

る橋梁などを勘案し、順次補修が行われると

承知しております。 

   また、河北橋は、一級河川である最上川に

架かる橋であり、交通の流れや迂回路の問題

の調整もあり、昨年度まで補修が行われた谷

地橋や現在補修が行われている寒河江市の村

山橋など、周辺の最上川に架かる橋の状況も

勘案する必要があるとお聞きしております。 

   いずれにいたしましても、早期に補修、修

繕が必要であると認識しておりますので、橋

梁を管理する山形県に引き続き強く要望して

まいります。 

   また、ご質問にありました幅員が狭いとい

う問題に関しましても、河北橋は1966年に完

成、それから57年経過しております。また、

山形県道路中期計画の中間見直しという時期

にも入っております。こういったことを見据

え、令和５年度から西村山地方開発重要事業

要望において、河北橋改良を新たな要望とし

て盛り込んだところであります。山形県に対

し、河北橋改良の早期着手を強く要望してま

いります。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「６番増川憲一議員」 

○６番（増川憲一議員） 再質問ですが、危険性

について山形県橋梁長寿命化修繕計画におい

て危険度の判断というのがなされているわけ

ですが、この河北橋は、５年サイクルで定期

点検が行われているということになりますと、

令和元年行っている年から見れば、来年、令

和6年度が点検の年に予定されていると思う

んですが、その時の３Ｂ、不良度の下から２

番目に当たる橋の数が38となっております。 

   来年、もし点検が行われてこのランクが一

番下の４に下がる可能性がないとは言えない

と思います。そうなった場合のことを考えれ

ば、町としての要望の度合いも変わってくる
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かと思いますんで、その辺、町の考えをお願

いいたします。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 増川議員の再質問にお

答えします。 

   今、増川議員のほうからありましたとおり、

令和元年に点検している橋でございます。５

年に１回の点検ということになりますと、来

年度、点検を実施するというサイクルになっ

ていることと思われます。 

   それで、危険度が一番低い４になった場合

のことも考えてということになりますけれど

も、まずは点検していただいてその結果を見

てみないと何とも言えないところではござい

ますが、やっぱり４になる前に補修などをし

ていただければ一番いいのかなということで

考えて、これからも強く山形県のほうに要望

していきたいと思っておるところでございま

す。 

○丹野貞子議長 「６番増川憲一議員」 

○６番（増川憲一議員） ４になったときのこと

を考えて、今後とも要望を強くお願いしたい

と思います。 

   交通量についてなんですけれども、10月、

11月とあと冬期間の２月に実施したものが出

されまして、１時間では大体1,000台程度の通

行量があるというのを認識しているというこ

とですが、この1,000台程度の中には、やはり

大型車、10トン以上または20トンクラスのト

レーラー車も含まれると思うんですが、現在、

東根北インターチェンジができたことによっ

て、花ノ木工業団地に向かう物流のトラック

の利便性があって、大型車の通行が普通車よ

りも割合的には増えているのかなというふう

に感じているところなんですけれども、花ノ

木工業団地の企業誘致と物流の利便性を考え

れば、河北橋というのはどうしても必要な橋

となってきます。花ノ木工業団地の企業誘致

をする上での河北橋の重要性というのは、ど

のようにお考えかお聞きします。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 お答えいたします。 

   やはり花ノ木工業団地に誘致する際には、

インターが近いということで非常に高速道路

のインターから近い。物流に関しても、配送

するに関しても近いということは大きな強み

になると認識いたしております。 

   我々企業立地をする際にも、一つの大きな

ポイントとして、セールスポイントとして企

業誘致の中で企業者のほうと商談をしている

というようなことでございます。 

○丹野貞子議長 「６番増川憲一議員」 

○６番（増川憲一議員） どうもありがとうござ

います。 

   やっぱり今後の河北町の人口増加を考えれ

ば、企業誘致というのは必ず出てくるわけな

んですけれども、その誘致がスムーズに進む

ように今後とも取組のほうをお願いしたいと

思います。 

   また、今回の西村山地方開発重要事業要望

書にこの河北橋を盛り込んでいただき、本当

にありがとうございます。 

   これで一般質問を終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、６番増川憲一議員の一

般質問を終わります。 

   以上で本日の日程は全部終了しました。 

   明日９月８日は午前９時までご参集をお願

いします。 

   本日はこれをもって散会します。 

   お疲れさまでした。 

午後１時５０分  散 会 



 - 68 - 

 


